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「※」,「注」…注意及び特記事項



ご利用にあたって                                

本年報は、平成31年４月～令和２年３月(2019年度)の平塚保健福祉事務所の事業内容をと

りまとめたものです。 

当保健福祉事務所の所管区域（業務の対象とする市町）は、「保健所としての業務」及び

「福祉に関する事務所としての業務」ごとに対象としている市町が異なっており、具体的に

は下記１の表のとおりです。 

また、当保健福祉事務所が受け持っている「二次保健医療圏」等の区域（対象とする市

町）は、下記２の表のとおりです。 

１ 平塚保健福祉事務所の所管区域 

区  分 対象市町名 

平

塚

保

健

福

祉

事

務

所 

「保健所」としての業務 

平 塚 市 

大 磯 町 

二 宮 町 

 

「福祉に関する事務所」

と し て の 業 務 

大 磯 町 

二 宮 町 

 

※ 小児慢性特定疾病医療費の申請は、藤沢市、茅ヶ崎市、高座郡（寒川町）を含む 

※ 介護保険事業者指導は、藤沢市、茅ヶ崎市、秦野市、伊勢原市、高座郡（寒川町）を含む 

※ 受動喫煙防止対策に関する業務は、藤沢市＊、茅ヶ崎市＊、秦野市、伊勢原市、高座郡（寒川

町）を含む（＊を付した市は健康増進法に係る事項を除く） 

２ 二次保健医療圏等 

湘南西部地区二次保健医療圏 

湘 南 西 部 保 健 福 祉 圏 域 

湘南西部障がい保健福祉圏域 

平 塚 市 

秦 野 市 

伊勢原市 

大 磯 町 

二 宮 町 

 

湘南東部障がい保健福祉圏域 

藤 沢 市 

茅 ケ 崎 市 

寒 川 町 

 

 

二宮町 

平塚市 

大磯町 

二宮町 

大磯町 

秦野市 
伊勢原市 

平塚市 

大磯町 
二宮町 

茅ヶ崎市 

藤沢市

  

寒川町 
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第１章 

概要

1 地域の概況 

2 平塚保健福祉事務所の概況 
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１ 地域の概況                            

当所の管轄区域は、平塚市、大磯町、二宮町の１市２町で、神奈川県南部のほぼ中央

に位置しており、東は寒川町、茅ヶ崎市に、西は小田原市、中井町に、北は秦野市、伊勢

原市、厚木市にそれぞれ境を接し、面積は94.07km2で、県の総面積の約４%を占めていま

す。 

地域の北西方向には丹沢・大山山麓が連なる一方、南は相模湾に面して湘南海岸が広

がり、温和な気候と恵まれた自然にあふれた地域です。また、一級河川の相模川が地域の

東側を流れるとともに、二級河川の金目川水系が地域のほぼ全域を流れており、平坦で肥

沃な土地が続き、本県農業の中心となっている一方、産業、研究機関の集積も進んでいま

す。 

交通は、ＪＲ東海道線が海岸線を東西に貫くとともに、国道１号線、134号線、小田原

厚木道路が東西に、国道129号線が南北に貫いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平塚市役所 

大磯町役場・大磯町保健センター 

平塚保健福祉事務所 

二宮町役場 

二宮町保健センター 

平塚市保健センター 

国道１号線 

国
道 

 

号
線 

129 

国道134号線 
東海道線 

東 
海 

道 

新 

幹 
線 

小 
田 

原 

厚 

木 

道 

路 

相
模
川 

相 模 湾 

平塚市 

大磯町 二宮町 

小田原市 

秦野市 

伊勢原市 

厚木市 

茅ヶ崎市 

中井町 

西湘バイパス 

寒
川
町 

金
目
川 
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（1）管内人口及び世帯数等

ア 面積、人口、世帯数  （令和元年10月1日現在） 

区  分 
面 積 

(km2) 
世帯数 

人   口 人口密度 

(人/km2) 

一世帯当

たりの人員 総 数 男 女 

平 塚 市 67.82 112,230 257,729 128,989 128,740 3,800 2.30 

大 磯 町 17.18 12,661 31,284 15,260 16,024 1,821 2.47 

二 宮 町 9.08 11,439 27,744 13,372 14,372 3,056 2.43 

管 内 計 94.08 136,330 316,757 157,621 159,136 3,367 2.32 

（「神奈川県の人口と世帯」より。面積は「全国都道府県市区町村別面積調」より。） 

※ 平塚市と大磯町の境界は未確定のため参考値 ※面積 中郡計26.25km2

イ 年齢階級（３区分）別人口と割合 （平成31年1月1日現在） 

区 分 総 数 

年少人口 生産年齢人口 老年人口 
年齢不詳 

0～14 歳 15～64 歳 65 歳以上 

人 数 率(%) 人 数 率(%) 人 数 率(%) 人 数 

平 塚 市 257,879 30,191 11.8 154,737 60.4 71,129 27.8 1,822 

大 磯 町 31,412 3,498 11.4 16,715 54.4 10,525 34.2 674 

二 宮 町 27,897 2,918 10.4 15,392 55.2 9,585 34.4 2 

管 内 計 317,188 36,607 11.6 186,844 59.4 91,239 29.0 
 

2,498 

（「神奈川県年齢別人口統計調査」より。） 

※ 総数には年齢不詳を含んでいるが、年齢３区分構成比は年齢不詳を除いて算出している。

（2）管内市町人口動態件数 （平成29年現在）

出生 死亡 乳児死亡 死産 周産期死亡 婚姻 離婚 

数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 

平塚市 1,692 6.5 2,558 9.90 4 2.4 41 23.7 8 4.7 1,101 4.3 409 1.58 

大磯町 201 6.4 380 12.08 0 0 0 0 0 0 100 3.2 52 1.65 

二宮町 136 4.9 316 11.28 0 0 0 0 0 0 87 3.1 33 1.18 

管内計 2,029 6.4 3,254 10.24 4 1.97 41 19.8 8 3.9 1,288 4.1 494 1.55 

※ 出生率及び死亡率、婚姻率、離婚率…人口千対

乳児死亡率…出生千対

死産率及び周産期死亡率…出産千対
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２ 平塚保健福祉事務所の概況 

(1) 組織機構 （令和元年4月1日現在） 

管 理 課    給与、経理、物品、庁舎管理、車両管理 等 

企画調整課  保健・医療・福祉の総合的企画調整、研修、 

所 長    医務、献血推進、受動喫煙防止、衛生統計 等 

  母子保健、小児医療支援、歯科保健、栄養 

副所長    保健福祉課  改善事業、がん・健康増進事業、地域福祉、 

  高齢者・児童・障害福祉、介護保険 等 

 保健福祉部  感染症予防、性感染症予防 

  保健予防課  結核予防、精神保健福祉、指定難病医療支 

援、認知症疾患相談 等 

  生活福祉課  生活困窮者支援、母子・父子・寡婦家庭支援、 

女性保護 等 

  環境衛生課  環境衛生、生活環境、動物愛護・管理、薬務 

等 

 生活衛生部  
  食品衛生課  食品衛生、乳肉衛生 等 

 秦野センター 

茅ケ崎支所 

（2）職員配置状況 （令和2年4月1日現在） 

区 分 

一

般

事

務

福

祉

医

師

歯

科

医

師

歯

科

衛

生

士

診

療

放

射

線

技
師

栄

養

士

保

健

師

狂
犬
病
予
防
員

衛

生

監

視

員

小

計

再

任

用

職

員

臨

時

的

任

用

職
員

非

常

勤

職

員

小

計

合

計

所 長 1 1 1 

副 所 長 1 1 1 

部 長 1 1 2 2 

管 理 課 3 3 1 3 4 7 

企画調整課 5 1 6 1 2 3 9 

保健福祉課 9 1 1 2 5 18 2 1 1 4 22 

保健予防課 2 1 2 5 10 1 1 6 8 18 

生活福祉課 7 7 1 7 8 15 

環境衛生課 1 4 5 1 1 2 7 

食品衛生課 8 8 8 

合  計 20 8 3 1 1 2 12 1 13 61 7 3 19 29 90 
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（3）収入・支出決算額

収 入 支 出 

科  目 金  額（円） 科  目 金  額（円） 

保 健 所 費 使 用 料 25,825 一 般 管 理 費 21,901,444 

公衆衛生費手数料 4,072,270 財 産 管 理 費 14,378,100 

環境衛生費手数料 9,585,640 社 会 福 祉 総 務 費 116,473,829 

医 薬 費 手 数 料 3,453,140 遺 家 族 等 援 護 費 114,000 

保健所費立替収入 37,360 人権男女共同参画費 4,354,381 

民 生 費 雑 入 11,923,704 児 童 福 祉 総 務 費 2,829,349 

衛 生 費 雑 入 5,430 児 童 措 置 費 3,341,940 

母 子 福 祉 費 22,916 

障 害 福 祉 総 務 費 11,961,610 

老人保健福祉総務費 402,311 

介 護 保 険 事 業 費 249,665 

生 活 保 護 総 務 費 17,037,502 

扶 助 費 403,550,630 

公 衆 衛 生 総 務 費 1,515,725 

予 防 費 3,564,330 

精 神 保 健 福 祉 費 1,428,163 

生活習慣病対策費 171,000 

衛 生 研 究 所 費 21,000 

生 活 衛 生 指 導 費 1,024,953 

保 健 所 費 27,289,163 

医 務 費 680,220 

薬 務 費 143,504 

貸 付 事 務 費 10,960 

保 健 事 業 費 144,000 

合  計 29,103,369 合  計 632,610,695 

- 7 - 



- 8 - 



第２章

生涯を通じた健康づくり対策

1   保健福祉サービス連携調整会議 11   感染症予防

2 　保健師活動 12   難治性疾患対策
 

3 　栄養・食生活対策 13 　肝臓疾患対策事業

4 　歯科保健 14   原爆被爆者援護

5 　母子保健 15   アスベスト（石綿）に関する相談

6 　職域保健 16   健康保持増進

7 　認知症疾患対策 17   受動喫煙防止対策

8 　メンタルヘルス

9   エイズ対策

10   結核予防
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１ 保健福祉サービス連携調整会議 ＜保健福祉課＞＜保健予防課＞ 

各種保健福祉サービスの効果的かつ円滑な推進を図るため、管内における関係機関・

団体等で構成する各種協議会・委員会を総称するものです。各委員会では、それぞれの課

題について検討し、業務の推進を図っています。 

区 分 委員数 
開催回数 

担 当 課 
委員会 部会等 

セミナー
研修会等

難 病 対 策 地 域 協 議 会 24 1 保 健 予 防 課 

母 子 保 健 委 員 会 18 1 2 保 健 福 祉 課 

地 域 食 生 活 対 策 推 進 協 議 会 18 1 1 保 健 福 祉 課 

地域精神保健福祉連絡協議会 23 1 保 健 予 防 課 

歯及び口腔の健康づくり推進委員会 13 1 2 保 健 福 祉 課 

※ 各委員会等の内容は、各事業の項に掲載します。

２ 保健師活動   ＜企画調整課＞＜保健福祉課＞＜保健予防課＞ 

保健福祉事務所と市町の保健師の連携強化、保健指導技術の向上を図るため、会議や

研修会等を開催しました。保健福祉事務所と市町における保健師の業務に関する役割分担

の明確化を図るとともに、相互の業務について一層の理解を深めるよう努め、連携の強化

を図っています。 

(1) 地域保健師業務連絡会議

月 日 内 容 会 場 出席者数 

７月１日 

・大規模災害発生時の保健活動における県と市町の連携について

・管内市町・保健福祉事務所主要事業について

・保健師研修等について

・その他

平 塚 保 健 
福祉事務所 

24 
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(2) 研修会
月 日 内 容 会 場 参加者数 

１月15日 

＜管内保健師新任期研修会＞

１ 講演「公衆衛生看護活動の目的を達成するための効果 

的なプログラムづくり ～ PDCAサイクルを意識 

　　　した事業の展開 ～」  

講師 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部看護学科 

助教 富塚 美和氏  

２ PDCA発表 

PDCA発表、質疑応答、プリセプター保健師から一言 

３  グループワーク（意見交換）

テーマ：発表を聞いて学んだこと、感じたこと

平 塚 保 健

福祉事務所
8 

(3) 家庭訪問

 （訪問内容別再掲） 

区 
分 

精神障害 難病（特定疾患） 介護保険 

児 

童 

虐 

待 

小児アレルギー疾患 

高 
齢 
者 
虐 
待 

社

会

復

帰 

老

人

性

認

知

症 

ア

ル

コ

｜

ル 

膠

原

病 

血

液

系 

循

環

器 

神

経

系 

消

化

器 

専 

門 

調 

査 

苦 
情 
等 
調 
査 

喘 

息 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

そ
の
他

ア
レ
ル
ギ
ー
の
疑
い

訪 問 
件 数 

7 14 3 0 0 1 39 0 0 0 20 0 0 0 0 

合計 24 40 0 20 0 0 

区

分

感 

染 

症 

結 

核 

精 
神 
障 
害 

心身障害 
生 活 

習慣病 
難

病

小児特定 そ 

の 

他 

疾 

病 

未熟児 妊 

産 

婦 

そ 

の 

他 

合

計

１ 

歳 

未 

満 

６ 

歳 

未 

満 

18 

歳 

以 

下 

39 

歳 

以 

下 

40 

歳 

以 

上 

39 

歳 

以 

下 

40 

歳 

以 

上 

１ 

歳 

未 

満 

６ 

歳 

未 

満 

18 

歳 

未 

満 

18 

歳 

以 

上 

１ 

歳 

未 

満 

１ 

歳 

以 

上 

訪 問 
件 数 

61 120 80 0 0 0 0 0 0 0 40 1 35 10 0 8 0 0 12 17 384 

合計 61 120 80 0 0 40 46 8 0 12 17 384 
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(4) 所内指導

区 分 

感 

染 

症 

結 

核 

精 

神 

障 

害 

老
人
性
認
知
症 

心 

身 

障 

害 

障 

害 

児 

生 
活 
習 
慣 
病 

難 

病 

小 

児 

特 

定 

そ 
の 
他 
疾 
病 

妊 

婦 

産 

婦 

未 

熟 

児 

乳 

児 

幼 

児 

思 

春 

期 

エ 

イ 

ズ 

女 
性 
の 
健 
康 
相 
談 

そ 

の 

他 

合

計

面 
接 

15 195 55 9 0 4 0 39 87 4 2 0 0 5 0 0 365 0 0 780 

電 
話 

1395 563 662 76 0 5 0 290 192 10 44 33 0 1 1 3 843 20 50 4188 

文書・ 
メール

13 72 0 4 0 0 0 12 3 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 105 

合 
計 

1423 830 717 89 0 9 0 341 282 14 46 33 0 6 1 3 1208 21 50 5073 

(5) 管内保健師設置状況 （令和元年6月1日現在） 

区  分 

平塚保健福祉事務所 
平塚 

児童相
談所 

平塚市、大磯町、二宮町 

合 計 部
長

企
画
調
整
課

保
健
福
祉
課

保
健
予
防
課

子
ど
も
支
援
課

地
域
保
健
担
当
課

介
護
保
険
担
当
課

障
が
い
福
祉
課

保
険
年
金
課

職
員
課
等

平塚保健福祉事務所 1 1 5 5 12 

平塚児童相談所 1 1 

平  塚  市 25 1 1 1 1 29 

大  磯  町 5 5 

二  宮  町 6 6 

合 計 1 1 5 5 1 36 1 1 1 1 53 
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３ 栄養・食生活対策     ＜保健福祉課＞ 

個々のニーズに対応した問題及び地域社会に共通した課題等、生涯を通じた健康づくりの

ため、栄養・食生活改善の充実強化、食環境づくりの整備さらに各種関係機関との連携や基盤

整備を図ることを目的として、特定給食施設等の指導、地域食生活対策推進協議会の開催、栄

養表示の適正化指導等を実施しました。 

(1) 特定給食等指導事業

健康増進法に基づき、給食施設の栄養管理の実施について、必要な指導、助言を行うと

ともに、利用者や職員等の健康に関する知識の普及や健康・栄養教育等の支援を行い、給

食を通じた地域の健康づくりを推進しました。 

ア 特定給食施設等講習会

対 象 月 日 内  容 
参 加 

施設数 

参加 

者数 

全体 ５月14日 
講演 「給食施設の衛生管理について」 

講師 平塚保健福祉事務所 食品衛生監視員 
128 138 

全体 ６月 21日 

講演 「１ 給食利用者の満足度向上につながる、働き
たくなる厨房環境の実現～厨房 ESチェックシー
トを活用した従業員満足度向上の事例～
２ メニューの幅が広がる！スチコン使いこな
し術」

講師 東京ガス「最適厨房研究会」 
部会長 畑 治 氏 
東京ガス株式会社 都市エネルギー事業部  
業務用営業部 チームリーダー 丸山 文洋 氏 

※兼 地域活動栄養士研修会

83 84 

病院 

学校 

児童福祉施設 

８月 16日 

講演 「子育て支援と食育～授乳・離乳の支援ガイドの

改訂のポイントを踏まえて～」 

講師 相模女子大学 栄養科学部 健康栄養学科 

教授 堤 ちはる 氏 

※兼 食育推進研修（地域保健活動推進研修）

18 21 

病院 

介護老人保健

施設 

老人福祉施設 

児童福祉施設 

社会福祉施設 

有料老人ホーム等 

11月 12日 

１ 講義 「給食施設における非常備蓄食の備蓄・活用

テクニック」

講師 公益財団法人積善会曽我病院 

栄養科長 西宮 弘之 氏 

２ 情報交換「各施設における備蓄食の管理について」 

31 32 

病院 

介護老人保健

施設 

老人福祉施設 

有料老人ホーム等 

３月５日 

１ 講演１「栄養士から広げる地域連携の輪 

～横須賀地区栄養士連絡協議会の取組み～」 

講師 社会福祉法人日本医療伝道会  

総合病院 衣笠病院 医療技術部 栄養科 

主任 髙田 千春 氏 

２ 講演２「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥

下調整食分類2013の理解を深める 

～学会分類2013に合わせた食品を食べてみよう～」 

講師 株式会社フードケアメディカルフード営業部 

係長 第２ユニットリーダー  

神奈川担当 花井 健司 氏 

介護食シェフ 在川 一平 氏 

３ その他 

※兼 食生活支援担当者研修会

コロナ
ウイルス

蔓延防止の
ため中止 

※会場はすべて平塚保健福祉事務所
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イ 給食施設個別指導

対象の194給食施設に対し、個別指導、相談を計136回実施しました。

※指導件数は延数

施設数 指導件数 施設数 指導件数 施設数 指導件数 施設数 指導件数

学 校

病 院 5 5

介護老人保健施設

老 人 福 祉 施 設

児 童 福 祉 施 設

社 会 福 祉 施 設

事 業 所 5 6 1 1

寄 宿 舎

そ の 他

計 5 6 6 6 0 0 0 0

学 校 8 8 3 3 2 1 1 1

病 院

介護老人保健施設

老 人 福 祉 施 設

児 童 福 祉 施 設

社 会 福 祉 施 設

事 業 所 1 1

寄 宿 舎

そ の 他

計 8 8 3 3 3 2 1 1

学 校 2 2 1 1 2 1

病 院 1 2 3 3

介護老人保健施設 1 5 4

老 人 福 祉 施 設 6 5 6 5 1

児 童 福 祉 施 設 5 4 2 22 12 7 4

社 会 福 祉 施 設 1 1 2 1 1 1

事 業 所 2 2 1 7 4 9 6

寄 宿 舎 1

そ の 他 1

計 18 16 19 13 32 18 20 11

学 校

病 院 1 1

介護老人保健施設 1

老 人 福 祉 施 設 6 6 1 1 3 2 1 1

児 童 福 祉 施 設 2 2 2 2 8 5 3 1

社 会 福 祉 施 設 2 1 2 2 3 4 2 1

事 業 所 2 2 2 2 2 2 11 7

寄 宿 舎 5 1

そ の 他 1 1 4 3 15 5

計 13 12 9 8 20 16 37 16

44 42 37 30 55 36 58 28

そ
の
他
の
給
食
施
設

合　計

指

定

施

設

①

1
回
3
0
0
食
以
上
又
は

1
日
7
5
0
食
以
上

（

指
定
施
設
①
を
除
く
）

②

1
回
１
0
0
食
以
上
又
は

1
日
２
5
0
食
以
上

（

①
、

②
を
除
く
）

③

管理栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士
どちらもいる施設

栄養士のみいる施設
管理栄養士・栄養士
どちらもいない施設
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ウ 栄養改善普及運動

「かながわ健康プラン２１（第２次）」における栄養・食生活の目標のうち、食生活の

基本である「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほぼ毎日の者

の割合の増加」を推進するため、働く世代などの栄養・食生活の改善を目指し、「主食・

主菜・副菜をそろえた食事」をテーマとして、健康増進を目的とした給食施設※のうち

の事業所との連携による健康イベント等を実施しました。 

※健康増進を目的とした給食施設：学校、児童福祉施設、事業所、寄宿舎

月 日 対 象 内 容 出席者数 

９月４日 
～６日 

サービス複合業

１ 講話 「大人の食育キャンペーン～主食・主菜・
副菜をそろえた食事～」 

※９月４日実施
27 

２ ブース設置 「塩・糖・脂に気をつけて、そろ
えて食べてスマイルスリー」  

70 

３ 測定コーナー「測って健康！スマイルスリー」 
実人数 43 
延べ人数 70 

10月25日 製造業 
講話 「大人の食育キャンペーン～主食・主菜・副

菜をそろえた食事～」 
67 

(2) 栄養・食生活施策の企画・運営

地域における栄養・食生活課題の解決に向けた施策の推進のために、栄養・食生活課題

抽出に必要な各種調査の実施や、関係機関、団体、職域等と連携して地域のより良い食環

境整備のための事業の企画・立案・評価等の機能を担う「地域食生活対策推進協議会」を

開催しました。 

また、健康増進法第10条～15条に基づき国民健康・栄養調査を実施するとともに、同調

査地区を対象に県民健康・栄養調査を併せて実施しました。 

ア 地域食生活対策推進協議会

平成29年度の協議会及び部会において、県外自治体や関係団体からの人的・物的支援を

受け入れること（受援）の必要性を共有するとともに、受援に向けて受け入れ側の体制が

整っていない等の課題が明らかとなり、昨年度「災害時栄養・食生活支援及び受援ガイド

ライン～平塚市・大磯町・二宮町行政栄養士による受援体制の構築に向けて～」を作成し

ました。引き続きガイドラインを活用し、市町の健康主管課と防災部局及び関係団体との

情報交換並びに栄養・食生活支援の理解を深めていくことを目指し、災害対策に必要な平

時からの関係機関との連携づくり及び今後の事業展開等について協議するため、地域食生

活対策推進協議会及び部会を開催しました。 
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（ア） 協議会

月 日 内 容 会 場 出席者数 

１月23日 

１ 災害時の食生活支援対策について 
（１）令和元年台風15号の被災地派遣報告
（２）大規模災害時の栄養・食生活支援活動に係る準備状況調査

結果（日本公衆衛生協会）について 
（３）市町災害時栄養・食生活支援及び受援ガイドラインを活用

した地域関係機関との連携づくり 
ア 平成30年度及び令和元年度地域食生活対策推進協議会

及び部会等報告
（４）特定給食施設等の備えの強化（自助）の推進について

ア 特定給食施設等への指導について
イ 非常備蓄食の状況調査について

２ 今後の取組みについて 
３ その他 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

委員  10 
事務局 6 

（イ） 部会

月 日 内 容 会 場 出席者数 

７月５日 
１ 管内における災害時栄養・食生活支援について 

２ その他 
平 塚 保 健 

福 祉 事 務 所 
9 

イ 国民健康・栄養調査

実施地区 対象世帯数 実施世帯数 実施人数 内容 

二宮町二宮 16 15 34 

・栄養摂取状況調査

・身体状況調査

・生活習慣調査

※県民健康・栄養調査として、「健康に関する意識調査」の調査票を追加
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(3) 地域・医療・福祉・介護領域と連携した栄養・食生活支援体制づくり

地域の社会資源を活用しつつ栄養・食生活改善活動を包括的に推進するために、医療・

福祉・介護関連施設等と連携し、地域の関係機関や団体それぞれが実施する食生活・健康

増進対策の取組みを支援しました。 

ア 市町村に対する企画・技術支援

（ア） 管内栄養改善業務連絡会

地域における栄養・食生活対策の効果的な推進を図り、管内市町村の栄養士同士の

業務の情報共有及び相互理解、連携強化を目的に管内栄養改善業務連絡会を開催し

ました。 

月 日 内 容 会 場 出席者数 

７月５日 
１ 令和元年度栄養改善業務について 

２ その他 
平 塚 保 健 

福 祉 事 務 所 
8 

３月16日 

１ 令和２年度栄養改善事業について 

２ 令和２年度管理栄養士養成課程学生の市町における受け入

れについて 

３ 令和元年度地域食生活対策推進協議会報告 

４ 「災害時栄養・食生活支援及び受援ガイドライン」の活用に

ついて 

５ その他 

平 塚 保 健 

福 祉 事 務 所 
7 

（イ） 企画・業務支援

市 町 名 内 容 回 数 

平塚市 平塚市食育推進会議への出席 2 

平塚市 平塚市子どもの生活習慣病予防対策委員会への出席 

2 

（うち１回は

書面開催） 

平塚市 

大磯町 

二宮町 

食生活改善推進員合同養成講座での講演 1 

イ 食育推進研修（地域保健活動推進研修）

地域において食育及び栄養･食生活対策を推進する市町及び関係機関・団体等の栄養士

等を対象に研修を実施しました。 

月 日 内  容 講  師 参加者数 

８月16日 
「子育て支援と食育～授乳・離乳の支援ガ
イドの改訂のポイントを踏まえて～」
※兼 特定給食施設等講習会

相模女子大学 栄養科学部 
健康栄養学科  
教授 堤 ちはる 氏 

16 
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ウ 各領域と連携した栄養・食生活対策推進事業

地域特性に応じた食環境づくりを推進するため、関係機関・団体と連携してその取組み

を支援し、地域における栄養・食生活対策の推進を図りました。 

区  分 
事業名・ 

教室名 
内 容 対 象 

連携した機

関・団体名等 

集団指導 

延回数 延人数 

児 童 福 祉

施 設 等 と

連 携 し た

食 生 活 自

立 支 援 対

策 

歯科健康教育 

※当所歯科保

健事業（依頼

対応）との連

携

バランスの取れた

食事 

おやつや飲み物の

選択について 

児童養護施設入所児

者及び職員 
管内児童養護 

施設 
2 43 

職 域 等 と

連 携 し た

生 活 習 慣

病 予 防 対

策 

新入者安全衛

生教育 
食生活と健康 

管内事業所従事者 

（新入社員） 

（公社）神奈川

労務安全衛生

協会平塚支部 

3 133 

その他地域

と連携した

栄養・食生

活対策 

あすなろ教室 

健康講座 

※当所生活福

祉課事業と連

携

栄養について 
生活保護受給世帯

の子ども及び職員 

湘南福祉セン

ター
1 10 

栄養・食生

活 対 策 担

当 者 の 研

修 

食生活改善推

進団体会員研

修 

健康づくりに役立

つ重要な情報源 

栄養成分表示を活

用しよう 

食生活改善推進団

体会員 

食生活改善推

進団体ママの

会 

1 60 

合 計 7 246 

エ 地域や職域等の人材育成

地域における食生活改善活動の推進を図るため、人材育成及び活動支援等に努めまし

た。 

（ア） 食生活改善推進団体の育成

地域の健康づくりの推進役として、食生活改善推進団体の活動が円滑に行われる

よう、年間を通して支援を行いました。 

（イ） 地域活動栄養士の活動支援

健康づくりや保健・医療の分野で活動する地域活動栄養士が効果的な活動を実施

　できるよう、年間を通して支援を行いました。 

ａ 地域活動栄養士菜の花会の活動支援 

区  分 指導回数 延人数 

食生活改善推進団体ママの会の育成 10 199 

区  分 指導回数 延人数 

地域活動栄養士菜の花会の活動支援 11 136 

- 18 - 



ｂ 地域活動栄養士研修会 

月 日 内  容 講  師 参加者数 

６月21日 

１ 給食利用者の満足度向上につながる、
働きたくなる厨房環境の実現～厨房 ES
チェックシートを活用した従業員満足度
向上の事例～

２ メニューの幅が広がる！スチコン使い
こなし術」 

※兼 特定給食施設等講習会

東京ガス「最適厨房研究会」 

部会長 畑 治氏 

東京ガス株式会社 都市エネルギ

ー事業部  

業務用営業部 

チームリーダー 丸山 文洋 氏

2 

８月16日 

子育て支援と食育～授乳・離乳の支援ガイ

ドの改訂のポイントを踏まえて～ 

※兼 特定給食施設等講習会

相模女子大学 栄養科学部 
健康栄養学科  

教授 堤 ちはる 氏 
1 

11月11日 
人前であがらずに話すコツ～人前力を向上
させるポイント～ 
※兼 保健衛生研修

一般社団法人あがり症克服協会 
代表理事
鳥谷 朝代 氏 

1 

（ウ） 管理栄養士課程の臨地実習

管理栄養士養成施設の学生に対し、公衆衛生分野の臨地実習を行いました。

学  校 学生数 期  間 

県立保健福祉大学 3 ５月13日～ ５月17日 

鎌倉女子大学 4 ６月３日～ ６月７日 

鎌倉女子大学 4 ６月17日～ ６月21日 

文教大学 3 ９月２日～ ９月６日 

相模女子大学 4 ２月25日～ ２月28日 

合  計 18 ４校５コース 

（エ） その他の地域人材の育成

管理栄養士養成施設学生のインターンシップを受入れ、指導を行いました。

学  校 学生数 期  間 

鎌倉女子大学 1 ９月９日～ ９月13日 

昭和女子大学 1 ９月12日 

東京家政大学 1 ９月12日～ ９月19日 

合  計 3 ３校３コース 

(4) 専門的栄養指導・食生活支援事業

慢性疾患や難病等、個別性の高い長期療養者の生活の質を高めることを目指し、対象者及

びその家族等に対し、対象者個人の身体状況、栄養状態等に応じた栄養指導や食生活支援を

行いました。 

また、地域での食生活支援に係わる医療や福祉、介護領域等の関係者に対して研修を開催

しました。 
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ア 個別栄養指導

疾病名 
糖尿病 
合併症 

脂質異常症・ 

肥満合併症 
肝臓疾患 腎臓疾患 心臓病 難病 障害児・者 

実件数 4 0 0 2 0 0 0 

延件数 14 0 0 2 0 0 0 

疾病名 がん 精神保健 ハイリスク児
高齢者等の
低栄養 

食物 
アレルギー

その他 合計 

実件数 0 0 4 1 0 5 16 

延件数 0 0 11 1 0 5 33 

イ 食生活支援担当者研修会

内  容 講  師 参加者数 

３月５日 

１ 講演１ 

「栄養士から広げる地域連携の輪～横

須賀地区栄養士連絡協議会の取組み～」 

社会福祉法人日本医療伝道会 

総合病院 衣笠病院  

医療技術部 栄養科 

主任 髙田 千春 氏 コロナ
ウイルス
蔓延防止
のため 
中止 

２ 講演２ 

「日本摂食・嚥下リハビリテーション学

会嚥下調整食分類2013の理解を深める 

～学会分類2013に合わせた食品を食べ

てみよう～」 

株式会社フードケア 

メディカルフード営業部

係長 第２ユニットリーダー

神奈川担当 花井 健司 氏

介護食シェフ 在川 一平 氏

３ その他 

※兼 特定給食施設等講習会

(5) 栄養表示等普及啓発及び活用推進事業

食品表示法に基づく食品表示基準制度、健康増進法に基づく特別用途食品の普及啓発と活

用促進及び同法に基づく食品の健康保持増進効果に関する虚偽・誇大表示等の禁止に係る普

及啓発を図るため、講習会及び個別相談等を実施しました。 

ア 普及啓発講習会

対 象 回 数 延人数 

事  業  者 15 890 

消   費  者 14 321 

給 食 施 設 2 94 

合 計 31 1,305 

内月 日 
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イ 事業者に対する表示適正化指導（健康増進法）

 内容 

  区分 

健康増進法 

合 計 
特別用途食品 

特定保健用食品 

（再掲） 
虚偽誇大表示 

事前相談・ 

指導 

件  数 3 3 

延 回 数 3 3 

適正化指導 

（改善指導） 

件  数 0 

延 回 数 0 

改善確認数 0 

ウ 事業者に対する表示適正化指導（食品表示法）

内容 

区分 

食品表示法 

合 計 栄養表示 栄養機能食品 機能性表示食品 

加工食品 生鮮食品 添加物 加工食品 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 

事前相談・ 

指導 

件  数 65 1 1 67 

延 回 数 74 1 1 76 

適正化指導 

(改善指導) 

件  数 1 1 

延 回 数 4 4 

改善確認数 1 1 

エ 消費者からの相談（食品表示法）

内容 

区分 

食品表示法 

合 計 栄養表示 栄養機能食品 機能性表示食品 

加工食品 生鮮食品 添加物 加工食品 生鮮食品 加工食品 生鮮食品 

相 談 
件  数 1 1 

延 回 数 7 7 
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４ 歯科保健  ＜保健福祉課＞ 

「8020達成」（80歳で自分の歯が20本以上）を目標として、う蝕予防のために検診・指導や

普及啓発を行い、生活習慣病予防等の全身の健康という視点から、歯間部清掃用具の普及に取

組み、歯及び口腔の健康づくりを推進するために「オーラルフレイル健口推進員（8020運動推

進員）」の育成を行いました。 

また、疾病・障害がある児への対策については、歯科疾患予防や摂食機能発達支援等を実施

しました。 

さらに、地域の歯科保健推進のため、「歯及び口腔の健康づくり推進委員会」を開催し、地

域での歯科保健の課題の共有、検討、情報交換を行いました。 

(1) 歯及び口腔の健康づくり推進委員会

ア 委員会［書面開催。「開催日」は、全委員から回答があった最終日。］

月 日 内 容 会  場 出席者数 

３月18日 

・歯科保健連絡小委員会の結果報告
・管内市町３歳児歯科健診状況の推移
・令和元年度 管内歯科保健事業の実施状況（評価）と今後の
方向性

・平塚児童相談所一時保護所における歯科健康教育について
・その他

平 塚 保 健 
福祉事務所 

委員  13 
事務局 6 

イ 歯科保健連絡小委員会

月 日 内 容 会  場 出席者数 

９月12日 
・令和元年度 町・保健福祉事務所歯科保健事業について
・情報交換

二宮町保健 
セ ン タ ー

6 

10月23日 
・令和元年度 市・保健福祉事務所歯科保健事業について
・情報交換

平 塚 保 健 
福祉事務所 

4 

(2) 重度う蝕ハイリスク幼児予防対策事業

市町との連携の中で、重度う蝕傾向にある幼児を早期に把握し、予防を図るための歯科

検診、指導、予防処置を実施しました。 

ア 歯科検診、予防処置等の実施状況

開催回数 

受 診 者 数 予防処置者数（延人数） 

初 診 再 診 合 計 
フッ化物
塗  布

フッ化物液磨き
フッ化物洗口

う 蝕 進 行 
抑制剤塗布 合 計 

3歯まで 4歯以上 

42 35 129 164 137 7 144 

イ 初診者の把握経路

市  町  事  業 保 健 福 祉 
事務所事業 

合 計 
１歳６か月児 ２歳児 ３歳児 その他 

17 10 6 2 35 
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ウ 初診者のう蝕り患状況

把握事業名 
受診 
者数 

う 歯 の 精 検 結 果 対 処 分 類 

う蝕あり う蝕の疑い う蝕なし 
非ハイリ 
ス ク 児 

リスク
解消児

ハイリスク児

保 健 福 祉 
事務所継続 

その他 

１歳６か月児健診 17 4 13 15 2 

２ 歳 児 歯 科 健 診 10 2 8 9 1 

３ 歳 児 健 診 0 

そ の   他 6 2 1 3 3 3 

保健福祉事務所事業 2 2 2 

合  計 35 2 7 26 0 0 29 6 

(3) 障害児者等歯科保健事業

歯科疾患にかかりやすく、重症化しやすい障害児者に対し、検診、保健指導、予防処置

を実施しました。さらに、摂食・嚥下機能の発達を促すために摂食機能相談を実施しまし

た。 

ア 歯科検診、予防処置等の実施状況

開催回数 
受 診 者 数 内 容 （延人数） 

実人数 延人数 歯科検診 予防処置 
歯科保健 
指  導 

生  活  ・ 
食生活指導 

摂食指導 

44 37 102 92 64 92 25 10 

イ 年齢別受診状況

区 分 ６歳以下 ７～19歳 20歳以上 合 計 

初 診 13 13 

再 診 61 28 89 

(4) 歯周病予防対策事業

歯周病予防に効果的なセルフケア対策として、歯間部清掃用具の正しい使用方法等につ

いて、実技指導を行いました。なお、歯ぐきの検診については、管内の１市２町が妊（産）

婦歯科検診を行っているため、当所では行っていません。 

対 象 開催回数 参加者数 

全国労働衛生週間・安全衛生大会（参加者） 1 18 

大磯町４か月児健診参加者（保護者） 6 183 

二宮町１歳児歯科相談参加者（保護者） 6 147 

合 計 13 348 

(5) 歯の健康づくり事業

子どもから高齢者まで全ての世代に共通し、県民自らが取り組む行動目標として掲げた

「健口かながわ５か条」のリーフレットを配布して普及を行い、口腔機能の維持向上をは

じめとした、県民の主体的な歯及び口腔の健康づくりを推進しました。 

普及対象 母子 学童・生徒 成人 高齢者 その他 不明 合計 

普及人数 304 40 363 211 50 968 
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(6) 在宅療養者等訪問口腔ケア推進事業

在宅で療養中の難病患者・認知症高齢者・小児慢性疾患児・心身障害児者を主な対象と

し、訪問による歯科疾患予防（歯科検診・保健指導・予防処置）及び口腔ケアや口腔機能

発達等の支援を行いました。 

ア 訪問状況

訪 問   者   数 従事者数（延人数） 

実人数 
延 人   数 

歯科医師 
歯 科 衛 生 士 

6歳以下 7～19歳 20～39歳 40～64歳 65歳以上 合 計 訪問歯科衛生士 

7 5 9 14 14 
14 

イ 疾患別状況

区  分 慢性疾患児 特定疾患者 
脳血管障害 
後 遺 症 者 

認知症疾患者 そ の  他 合  計 

平 塚 市 6(12) 6(12) 

大 磯 町 

二 宮 町 1( 2) 1( 2) 

合  計 7(14) 0 0 0 0 7(14) 

※（ ）外は実人数、（ ）内は延訪問回数 

(7) フッ化物洗口普及啓発事業

障害児者等歯科保健対策事業（歯科検診）の受診者等のうち必要だと思われる者を対象

として、フッ化物洗口情報の普及を行っています。令和元年度、該当者はいませんでした。 

(8) 人材育成

地域で歯科保健を担っていく人材の育成を行いました。

ア 在宅歯科衛生士研修（保健衛生研修）

月 日 内 容 講 師 対 象 会 場 参加者数 

11月11日 

人前であがら

ずに話すコツ

～人前力を向

上させるポイ

ント～

一般社団法人あがり症克服協会

代表理事 鳥谷 朝代 氏 

平塚保健福祉
事務所・秦野
センター管内
の在宅歯科衛
生士等

平 塚 保 健 
福祉事務所 

28 
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イ オーラルフレイル健口推進員（8020運動推進員）育成研修

月 日 内 容 講 師 対 象 会 場 参加者数 

10月9日 

・講義「楽しく元気に健口
体操（プロの展開方法を
体験しよう）」 

・実習「私たちができる健
口体操の普及方法を習
得しよう」 

・健康運動指導士
原 眞奈美 氏

オーラル
フレイル
健口推進

員 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

13 

11月8日 

・講義「健口体操の基本と
効果的な媒体の活用に
ついて」 

・実習「今日から使える健
口体操の媒体（舌体操の
媒体）づくりと使い方練
習」 

・オーラルフレイル健口
推進員（8020運動推進
員）の活動報告

・歯科衛生士
伊東 裕子 氏

11 

12月11日 

・講義「オーラルフレイル
予防を意識したお口の
体操について～口の働
きを理解して、健口体操
を地域に広めよう～」 

・実習「お口の力自己チェ
ック」 

東京医科歯科大学大
学院医歯学総合研究
科 非常勤講師（歯科
衛生士） 
白田 千代子 氏 

17 

ウ その他

事  業  名 開催回数 延参加者数 

管内歯科保健事業従事歯科衛生士連絡会 1 13 

平塚地域歯科衛生士の会「歯みんぐ」支援 4 27 

オーラルフレイル健口推進員 活動支援 9 62 

新採用歯科医師 歯科保健行政研修 1 1 

オーラルフレイル対応型指導者研修 [依頼講習] 2 82 

(9) 災害時歯科口腔保健対応対策事業

令和元年度は実施しませんでした。

(10) その他の事業

事  業  名 対    象 
開催 
回数 

検診・保健 
指 導 数 

歯と口の健康週間行事 住民（二宮町） 1 44 

歯科健康教育[依頼講習] 

児童養護施設職員及び入所者 2 45 

障害福祉サービス事業所利用者 2 46 

児童相談所一時保護所入所者 
（秦野センタ―と共催） 

9 149 

特定疾患患者と家族のつどい 
（保健予防課の再掲） 

指定難病患者及びその家族 1 4 

子どもの健全育成事業における健康講座 
（生活福祉課の再渇） 

生活保護受給世帯の学童及び支援者 1 7 

電話相談等 住民 1 
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５ 母子保健 ＜保健福祉課＞ 

慢性疾患により、発育発達等の課題が予測される児や、療育上の困難が予測される児と保護

者を対象に、訪問指導や交流会を実施しました。 

また、地域における母子保健事業の円滑な推進を図るため、管内市町との連絡調整を実施す

るとともに、関係機関で構成する「母子保健委員会」を開催しました。 

さらに、児童虐待の予防のために、地域の関係機関と連携体制を構築する「妊娠期からの児

童虐待予防事業」を実施しました。 

(1) 母子保健委員会

保健福祉事務所及び市町が実施する母子保健事業及び児童福祉事業の課題や実績の評

価を行い、関係機関との連絡調整を図る目的で母子保健委員会を開催しました。 

月 日 内 容 会  場 出席者数 

委員会 
1月23日 

・ 妊娠期からの児童虐待予防事業について
・ 令和元年度の母子保健事業等について

平塚保健福祉事務所 

27 

部 会 
4月23日 

23 

部 会 
11月27日 

25 

(2) 養育支援事業

養育上の課題を持つ児及び保護者を対象に、児の健やかな発育・発達を促進させ、併せ

て養育環境を整えることを目的に実施しました。 

また、児童虐待を予防するため、育児不安や精神疾患を抱える妊産婦に対し、周産期医

療機関、市町、児童相談所及び当所が連携し、周産期から地域全体で児童虐待予防に対す

る取り組みを推進しました。 

ア 訪問指導

実人数 延人数 

22 71 

イ 個別相談（保健師による電話相談・面接等）

実人数 延人数 

133 315 
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ウ 保健指導教室等

教室名 月 日 内  容 講  師 対 象 参加者数 

口唇口蓋裂の 
お子さんと 
保護者の方の 
交流会 

７月30日 先輩ママの話と交流会 口友会 役員 
先輩ママ 

口 唇 口 蓋
裂 の お 子
さ ん と 保
護者 

22 

10月10日 最近の治療のお話と交流会 
東海大学医学部付属病院 
形成外科 教授 
赤松 正 氏 

19 

医療的ケアが
必要なお子さ
んと保護者の
交 流 会 

８月９日 
先輩ママのお話 
リンパタッチでリフレッシ
ュ 

先輩ママ 
健康運動指導士 
栗原 智美 氏 

15 

小児慢性特定
疾病講演会 

10月30日 慢性疾患時のきょうだいへ
の支援 

NPO法人  
「こどものちから」代表 
井上 るみ子 氏 

9 

エ 妊娠期からの児童虐待予防事業

（ア）妊娠期リスクアセスメントシート及び養育支援結果報告票の進行管理

合計 医療機関→市町 市町→医療機関 

妊娠期リスクアセスメントシート 114   61 53 

養育支援結果報告票 76 23 53 

在宅で医療
的ケアや長
期療養が必
要な小児と
保護者、そ
の他希望者

小児慢性特
定疾病をも
つ小児と保
護者、その
他関心があ
る方
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（イ）研修会

月 日 内 容 会  場 参加者数 

8月2日 

「災害時の母子保健について 

～平時の準備や災害時の対応について考える～」 

講師 県立保健福祉大学イノベーションスクール 

教授 吉田 穂波 氏 

平塚保健福祉
事 務 所 

37 

9月19日 

「実践力をUPする事例検討のすすめ方」 

講師 保健師のためのなごみ相談室 

  主宰 塚原 洋子 氏 

大 磯 町 保 健 
セ ン タ ー

14 

12月18日 

「実践力をUPする事例検討のすすめ方」 

講師 保健師のためのなごみ相談室 

  主宰 塚原 洋子 氏 

平塚保健福祉
事 務 所 

11 

2月10日 

「精神的ケアを必要とする妊産婦への支援について」 

講師 平塚病院 

  医師 穴見 早友里 氏 

平塚保健福祉
事 務 所 

19 

2月17日 

「被虐待乳幼児に対するアプローチ」 

講師 青木メンタルクリニック 

  代表 青木 豊 氏 

平塚市民病院 69 

（ウ）事例検討会

月 日 助 言 者 会  場 参加者数 

9月19日 

(再掲） 
保健師のためのなごみ相談室 

主宰 塚原 洋子 氏 

大 磯 町 保 健

セ ン タ ー
14 

12月18日 

（再掲） 

平 塚 保 健 福
祉 事 務 所 

11 

(3) 思春期保健事業（個別相談）

思春期における心身の成長発達に関する問題等に対処するため、個別相談を行いまし

た。 

区 

分 

人 

数 

相談方法 相談者(延） 相 談 内 容 （延） 事 後 指 導 （延） 

電 

話 

面 

接 

計 

本 

人 

父 

母 

そ 

の 

他 

計 

身 

体 

性 

妊 

娠 

結 

婚 

病 

気 

友 

人 

家 

族 

学 

校 

そ 

の 

他 

計 

助 
言 
指 
導 

面 
接 
継 
続 

訪

問

継

続 

他 
機 
関 
紹 
介 

受 
診 
勧 
奨 

そ 

の 

他 

計 

男 2 2 2 2 2 2 2 1 1 2 

女 1 1 1 1 

合計 3 3 0 3 2 0 1 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 2 0 0 0 0 1 3 

1 1 1 1 1 
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(4) 生涯を通じた女性の健康相談事業

思春期から更年期に至る女性がその健康状態に応じて的確に自己管理ができるように、

個別相談を行いました。 

ア 個別相談

相 談 方 法 相 談 回 数 相 談 者 

電 話 面 接 その他 １回 ２回以上 本 人 その他 

20 12 9 20 1 

区分 

年代 

相 談 内 容 (延) 事 後 指 導 (延) 

妊 

娠 

避 

妊 

不 

妊 

性 

メ
ン
タ
ル
ケ
ア 

婦 
人 
科 
疾 
患 

更 

年 

期 

泌 

尿 

器 

性

感

染

症 

そ 

の 

他 

計 

(

再
掲) 

望
ま
な
い
妊
娠

助 

言 

専 

門 

相 

談 

電 

話 

継 

続 

訪 

問 

継 

続 

他 
機 
関 
紹 
介 

医 
療 
機 
関 
紹 
介 

そ 

の 

他 

計 

10 歳 代 １ 1 1 1 

20 歳 代 1 2 3 3 3 

30 歳 代 1 1 1 1 

40 歳 代 1 1 1 1 

50 歳 代 1 1 1 1 

60歳以上 0 0 

不  明 6 1 14 6 7 1 14 

合計 7 0 0 0 3 2 0 1 0 8 21 0 13 0 7 0 1 0 0 21 

イ 健康教育

月 日 内  容 会 場 対 象 参加者数 

1月18日 性教育についての懇談会 ひらつか市民活動センター 
保護者、
学校関係者

11 

ウ 未病女子対策

若い女性に、女性としての健康問題についての気づきの機会の提供と正しい知識や必

要な情報の普及を図りました。 

(ア) リーフレットの配布

内  容 回 数 対 象 参加者数 

イベント等を活用したリーフレット配布 6 一般県民 329 

(イ) セミナーの開催

月 日 内  容 会 場 対 象 参加者数 

12月19日 

「未病女子セミナー・クリスマス前にきれいに
なる！女子力向上講座」 
1 未病ってなあに?! 
2 聞くに聞けなかった!女性ホルモンと月経・ 

妊娠のお話 
3 こんな時はどうしたらいい?悩んだ時の対 

 処法 
4 素敵女子♡ポイントメイク教室 

東 海 大 学 
湘 南 校 舎 

大 学 生 47 

3月6日 

女性の健康づくりキャンペーン・未病女子講座
「リンパマッサージセミナー」 
1 未病講話 
2 リンパマッサージ
3 大磯町事業の案内 

大磯町保健
セ ン タ ー

一 般 県 民 
新型コロナウイル
ス感染症蔓延防止
の た め 中 止

1 

7 
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（5） 小児医療援護

小児慢性特定疾病医療給付

国が指定した16疾患群762疾病に該当し、一定の認定基準に満たしている方に対して、

その治療に係る医療費の一部を助成します。 

区
分 

悪
性
新
生
物 

慢
性
腎
疾
患 

慢
性
呼
吸
器
疾
患 

慢
性
心
疾
患 

内
分
泌
疾
患 

膠
原
病 

糖
尿
病 

先
天
性
代
謝
異
常 

血
液
疾
患 

免
疫
疾
患 

神
経 
・ 
筋
疾
患 

慢
性
消
化
器
疾
患 

染
色
体
又
は
遺
伝
子
に

変
化
を
伴
う
症
候
群

皮
膚
疾
患 

骨
系
統
疾
患 

脈
管
系
統
疾
患 

合
計 

平
塚
市 

18 6 5 18 20 10 11 4 5 1 12 15 2 1 3 3 134 

藤
沢
市 

56 16 6 41 53 9 20 5 10 1 31 24 3 2 2 279 

茅
ヶ
崎
市 

27 13 4 35 54 11 16 5 2 6 24 15 6 2 2 1 223 

寒
川
町 

3 2 2 3 4 1 2 1 3 3 1 25 

大
磯
町 

4 1 2 5 1 1 1 1 16 

二
宮
町 

1 5 1 2 1 2 1 13 

合
計 109  38 17 104 137 31 49 17 19 8 73 59 11 4 7 7 690 

※ 令和２年3月31日現在認定している受給者数

※ 複数の疾患が認定されている受給者は、主たる疾患の疾患群にて計上

（6）不妊に悩む方への特定治療支援事業

不妊治療のうち、医療保険が適用されず高額の医療費がかかる体外受精及び顕微授精

について、治療に要する費用の一部を助成することにより、不妊に悩む夫婦の経済的負担

の軽減を図ることを目的に実施しました。 

※１回の申請で複数回分の助成を申請する場合がある

ため、申請件数と助成件数は異なります。 

区 分 申請件数 助成件数 

平塚市 238 239 

大磯町 16 16 

二宮町 25 27 

合 計 279 282 
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６ 職域保健  ＜企画調整課＞ 

二次保健医療圏域における地域保健と職域保健を担う組織の有機的連携により、壮年期

の勤労者の健康を向上させ、生涯を通じた継続的な健康管理を支援することを目的に、

平成20年度、「湘南西部地区保健医療福祉推進会議」の下に「地域・職域連携推進専門

部会」を設置しました。 

(1) 地域・職域連携推進専門部会

月 日 内 容 会 場 出席者数 

11月22日 

・湘南西部地域における地域・職域連携推進事業について

・市町の取組みについて

・地域・職域連携推進ガイドラインについて

平 塚 保 健 
福祉事務所 

16 

(2) 働く人のメンタルヘルス研修会

月 日 内 容 会  場 参加者数 

１月27日 

講演 

「他人ごとではない！働き盛りの若年性認知症について」 

  講師 研水会平塚病院 

精神科医師 穴見 早友里氏 

公益財団法人積善会曽我病院 

   若年性認知症支援コーディネーター 

田中 香枝氏 

「ゲートキーパー養成講座」 

講師 平塚保健福祉事務所保健予防課 保健師 

平 塚 保 健
福祉事務所 

16 

（3）職場の健康づくりセミナー

月 日 内 容 会  場 参加者数 

２月５日 

１ 講演 

テーマ 「ナッジを健康づくりにどう活かす？

～ 行動経済学の基礎と職場での応用 ～」 

講 師 帝京大学大学院公衆衛生学研究科 

教授・研究科長 福田 吉治氏 

２ 情報提供 

県ヘルスケア・ニューフロンティア推進本部室 

平 塚 保 健
福祉事務所 38 
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（4） 健康教育等

ア 神奈川労務安全衛生協会平塚支部地区会における健康教育

テーマ 「企業における健康経営について」

月 日 講 師 対 象 会 場 参加者数 

７月３日 

当所保健師、
管理栄養士 

安全衛生管理担

当者（統括安全衛生

管 理 者 ・ 衛 生 管 理

者・現場の課長等） 

二宮工業団地組合会館 7 

７月８日 関西ペイント 22 

７月９日 勤労会館 22 

７月23日 横浜ゴム 21 

７月26日 日産車体イベントホール 17 

イ 平塚地区安全衛生大会におけるブース出展

月 日 内 容 講  師 会  場 参加者数 

９月６日 

・ 喫煙防止コーナー

・ 未病グッズ配布コーナー

・ 歯周病予防コーナー

・ がん検診普及啓発コーナー

当所保健師 
、歯科衛生
士等 

平 塚 市 
中央公民館 

延べ 

102 
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７ 認知症疾患対策   ＜保健予防課＞

認知症疾患対策として、相談事業、訪問指導事業、研修会、健康教育、普及啓発、認知

症等行方不明ＳＯＳネットワークシステム等の事業を実施しました。 

(1) 認知症疾患相談事業

本人、家族、地域包括支援センター職員等からの相談に応じています。

区分 件数

（延） 

相談方法 

電話 面接 訪問 文書等 

定例相談   24 0 18 6 0 

随時相談 101 74 9 14 4 

合計 125 74 27 20 4 

(2) 支援事業

認知症の本人・家族・関係者等が対応方法を話し合う場を開催しました。また、認知症

の本人家族を支える応援者を養成し、活動を支援しました。 

ア 認知症の人や家族のつどい

月 日 内容 講師 対象 会場 参加者数 

2 月 21 日 
若年性認知症の本人と

家族のつどい 

若年性認知症支援コ

ーディネーター 

当所保健師 

若年性認知症

の本人と家

族、関係機関 

平 塚 保 健 

福祉事務所 
４ 

イ 認知症サポーター養成講座

月 日 内容 講師 対象 会場 参加者数 

9 月 5 日 

認知症の理解と認知症の人への

対応に関する講義とグループワ

ーク 

当所保健師 看護学生 
平 塚 保 健 

福祉事務所 
30 

1 月 22 日 

認知症の理解と認知症の人への

対応に関する講義とグループワ

ーク、コグニサイズ 

当所保健師 県職員 
平 塚 合 同 

庁 舎 
27 
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ウ 認知症研修会 

月 日 内 容 講 師 対 象 会場 参加者数 

11月29日 

１. 若年性認知症コーディネ

ーターの取り組みと相談

窓口について 

２. 安心して認知症と過ごす

ためのヒント～認知症・

若年性認知症を知ろう～ 

１. 若年性認知症支

援コーディネー

ター田中香枝氏 

２. 東京慈恵会医科

大学 精神医学

講座教授 繁田 

雅弘氏 

県民 

当事者 

家族 

関係機関

等 

平 塚 保 健 

福祉事務所 
49 

1 月 27 日 

１. 他人ごとではない！働き

盛りの若年性認知症につ

いて 

２. ゲートキーパー養成講座 

１. 平塚病院精神

科医師 穴見

早友里氏 

若年性認知症

支援コーディ

ネーター田中

香枝氏 

２. 当所保健師 

管内事

業所勤

務者 

平 塚 保 健 

福祉事務所 
16 

 

(3) 普及啓発事業 

地域において、認知症の方が生き生きと暮らし続けることができるよう、認知症の理

解を深めるため、学校や職域等で普及啓発を行いました。 

月 日 内容 対象 会場 参加者数 

9 月 2 日～ 

9 月 27 日 

アルツハイマー月間に合わせたポス

ター掲示等実施 
職員、来所者等 

平 塚 保 健 

福 祉 事 務 所 
 － 

9 月 18 日～ 

9 月 29 日 

アルツハイマー月間に合わせたポス

ター掲示等実施 
職員、来所者等 平塚合同庁舎  － 

10 月 

26・27 日 

神奈川大学湘南平塚キャンパス学校

祭でのポスター掲示やクイズ等 

学生・教員・ 

来場者 

神奈川大学 

湘南平塚 

キャンパス 

210 

10 月 19 日 
東海大学グローカルフェスタでのポ

スター掲示やクイズ等 

学生・教員・ 

来場者 

東海大学 

湘南キャンパス 
304 

2 月 4 日 
ＦＭナパサラジオ放送 

「若年性認知症について」 
視聴者  －  
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(4) 専門職派遣事業 

開催時期 回数 内容(共催等の状況) 対象 参加者数 出席者 

月 1 回 8 

令和元年度 初期集中

支援チーム対象者選定

会議・事例検討 

初期集中支援

チーム員・平

塚市担当者・

認知症地域支

援推進員等 

延べ 197 当所保健師 

年 4 回 3 

令和元年度 認知症総

合 支 援 事 業 打 ち 合 わ

せ・事例検討 

町担当職員・

サポート医・

地域包括職

員・認知症地

域支援推進員 

延べ 30 当所保健師 

 

(5) ネットワーク構築事業 

ア 認知症施策市町村担当者会議 

月 日 内容 出席者 参加者数 

12 月 10 日 市町の認知症施策について情報交換 
市町担当職員 

県高齢福祉課担当者 
8 

 

イ 管内認知症等行方不明SOSネットワーク担当者会議 

月 日 内容 出席者 参加者数 

12 月 10 日 
認知症行方不明者ＳＯＳネットワークシステム

についての意見交換・情報交換 

警察署担当職員 

市町担当職員 

県高齢福祉課担当者 

10 

 

(6) 認知症等行方不明ＳＯＳネットワークシステム 

市町村と連携して認知症等行方不明者の登録・通報・保護等を行っています。 

ア 事前登録状況（令和2年3月31日現在） 

平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

222 30 7   259 

 

イ ネットワークの利用状況 

区 分 平塚市 大磯町 二宮町 
管外からの 
捜索依頼 

合 計 

捜索依頼     3     0 0 42 45 

発見者の身元探索依頼     0     0 0 4 4 
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８ メンタルヘルス   ＜保健予防課＞ 

地域住民のニーズに迅速に対応する精神保健福祉相談支援を実現するため、所内体制

及び関係各機関との連携を強化し、管内の相談支援体制の向上に努めてきました。 

また、地域住民向け講演会、健康教育及び企業向け研修会の実施、関係機関向け人材

育成研修会の実施等、精神障害者施策からメンタルヘルス対策の推進まで、幅広い事業展

開を図りました。 

(1) 地域精神保健福祉関係会議

幅広い精神保健福祉関係機関の協力を得て開催しました。精神障害者施策及びメンタ

ルヘルス対策について協議し、関係各機関との連携充実を図っています。

ア 地域精神保健福祉連絡協議会

月 日 内 容 会 場 出席者数 

2月3日 

1 平塚保健福祉事務所精神保健福祉事業報告 
2 市町精神保健福祉事業報告 
3 精神障害者にも対応した地域包括ケアシステム構築推

進事業の報告等 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

23 

イ その他会議

月 日 名 称 内 容 会 場 
出席者数 

(助言者を除く) 

7月10日 
ケース会議 ケース検討等 平塚保健福祉事務所 

5 

10月9日  3  

(2) 相談・訪問

ケースワーカーや保健師が、電話や面接、訪問等で相談を受けています。

ア 主な相談内容

区 

分 

相談内容（延） 

ひ

き

こ

も

り

自

殺

関

連

性

格

上

の

問

題

児

童

虐

待

家

庭

内

暴

力

Ｄ

Ｖ

高

齢

者

虐

待

食
生
活
上
の
問
題

依

存

症

近

隣

苦

情

そ

の

他

計

相談 172 115 40 45 596 9 64 2 70 111 1,717 2,941 

訪問 20 23 5 5 93 0 3 0 18 17 108 292 
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イ 診断名（実）                            

区 
 

分 

認 

知 

症 

等 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等 

薬
物
・
覚
せ
い
剤
等 

統

合

失

調

症 

気

分

障

害 

適 

応 

障 

害 

等 

摂 

食 

障 

害 

等 

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
障
害
等 

知 

的 

障 

害 

等 

 

発 

達 

障 

害 

等 
 

診

断

保

留 

精
神
障
害
と
認
め
ず 

不 
明
・
未 

受 

診 

合 

計 
 

相談 11 21 2 101 76 34 1 7 7 13 2 7 299 581 

訪問 2 5 0 25 6 2 0 1 2 3 0 1 10 57 

 

 

(3) 普及啓発  

働く人のメンタルヘルス研修会 

月 日 内 容 講 師 対象 会場 参加者数 

1月27日 

〈１部〉  

他人ごとではない！ 

働き盛りの若年性認知症 

について 

研水会平塚病院  

精神科医師  穴見早友里氏 

公益財団法人積善会 曽我病院  

若年性認知症支援コーディネー

ター 

田中香枝氏 

管内事業所

の経営者・

衛生管理者

等 

平塚保

健福祉

事務所 

16 

〈２部〉  

ゲートキーパー養成講座 
当所保健師 

 

 

(4) 家族教室 

区分 月 日 内 容 講 師 会場 参加者数 

統

合

失

調

症 

9月27日 統合失調症の理解 
医療法人研水会 平塚病院 
医師 秋山寛氏 

 

 

 

平 塚 保 健 

福祉事務所 

 

12 

10月4日 ソーシャルワーカーの役割説明 
医療法人研水会 平塚病院 
ケースワーカー 

6 

10月11日 
1 体験発表 
2 本人が使える制度について 
3 精神保健福祉サービスの紹介 

1 ピアサポーター 2名 
2 ほっとステーション平塚 
 相談支援専門員 

4 

10月17日 
家族会の活動紹介、家族からの
体験談、グループワーク等 

湘南あゆみ会 世話人   7 

合 計  １コース（4回） 

※ 主催：平塚保健福祉事務所   共催：平塚市 
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(5)  入院関係等事務 

ア 精神保健診察 

  精神保健福祉センター兼務職員として、精神保健診察事務に協力しました。 

精神保健福祉法第23条：9件（警察官の通報によるもので、平日の日中対応） 

 

イ 精神科病院実地指導・実地審査（精神保健福祉法第38条の６） 
精神保健福祉法に基づく精神科病院に対する実地指導 

区 分 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

施設数 2 0 0 2 

    
 

(6)  地域自殺対策緊急強化基金事業 

   ア 地域自殺対策検討会 

月 日 内       容 対 象 助 言 者 会 場 参加者数 

1月17日 

1 今日の自殺対策の動向 

2 管内市町での自殺統計から見た現状 

3 管内関係機関の役割及び連携について 

市町、 

医療機関 

関係者 

東海大学医学

部専門診療学

系 精神科学

教授 山本賢

司氏 

平塚保健

福祉 

事務所 

  17 

 

イ 地域自殺対策人材養成研修事業 

（ア）ゲートキーパー養成研修 

 月 日   講 師      対 象     場 所 参加者数 

8月21日 当所保健師 民生委員・児童委員 大磯町保健センター 48 

10月2日 当所保健師 署員 東京神奈川森林管理署 25 

10月3日 当所保健師 町職員・町民 二宮町民センター 34 

 

 （イ）地域自殺対策研修会 

月 日 内 容 対 象 講 師 会 場  参加者数 

1月17日 
若年者の自殺・未遂者

支援について 

市町、医療機関、

関係者 

東海大学医学部専

門診療学系 精神

科学教授 山本賢

司氏 

平 塚 保 健 

福祉事務所 
14 
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ウ 地域自殺対策普及啓発事業 

 

エ その他（運営協力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (7) 地域包括ケアシステム構築推進事業 

     保健・医療・福祉関係者による協議の場を設置し、精神障害者が退院後に必要となる医

療との連携や地域生活を支えるための地域包括ケアシステムの構築を進めます。 

月 日 内 容 講師、助言者等 会 場 出席者数 

6月13日 
地域包括ケアシステム構築推進事業

の説明 

広域アドバイザー、相談支援セ

ンターくらふと 吉澤浩一氏 平塚保

健福祉

事務所 

25 

12月13日 

今年度の進捗状況について 

研修「精神にも対応した地域包括ケ

アシステム構築推進事業について」 

広域アドバイザー、相談支援セ

ンターくらふと 吉澤浩一氏 
26 

3月12日 新型コロナウィルス対策のため、中止 

 

(8) 措置入院者等退院後支援 

   措置入院者等に退院後の支援計画を策定し、関係機関等と連携し、病状の安定を図っ

ていきます。 

 

    対象者 23名 

   

 

月 日 内 容 場 所 

9月11日 
自殺予防対策街頭キャンペーン 
（リーフレット・啓発物品の配布） 

JR東日本大磯駅前 

9月13日 
自殺予防啓発街頭キャンペーン 
（リーフレット・啓発物品の配布） 

JR東日本平塚駅北口駅前周辺 

9月2日 
～9月13日 

自殺予防週間普及啓発事業 
（ポスター掲示・リーフレット配架等） 

平塚保健福祉事務所、 
平塚合同庁舎 

3月2日 
～3月13日 

自殺対策強化月間普及啓発事業 
（パネル展示・リーフレット配架等） 

平塚保健福祉事務所、 
平塚合同庁舎 

月 日 内 容 対 象 場 所 参加者数 

4月23日 

自死遺族の集い 

(分かち合いの会) 
自死遺族 

旧横浜ゴム平塚製造所 

記念館 

八幡山の洋館 

5  

6月4日 4  

8月6日 3  

10月1日 3  

12月3日 10  

2月4日 5  
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９ エイズ対策                                       ＜保健予防課＞ 

全国のＨＩＶ感染者やエイズ患者が増加の一途をたどる中、神奈川県においても同様

に増加しています。ＨＩＶ感染者は、限られた感染経路しか持たないことから、適切な予

防教育によって感染拡大を防止することが可能です。感染拡大防止のためのエイズ相談、

検査、青少年層への予防教育、感染者・患者への偏見・差別のない地域支援を一層推進し

ます。平成30年3月からはエイズ検査に合わせて梅毒の検査も開始しました。 

 

(1) エイズ相談・検査実施状況 

ア 年度別エイズ相談・検査実施状況 

区 分 26年度 27年度 28年度 29 年度 30 年度 元年度 

相 談 1,190 1,003 610   542   728 843 

検 査 354 301 262 226 309 365 

※Ｈ30年3月からエイズ検査と梅毒検査を同時実施。 

 

イ エイズ検査（性・年齢別）実施状況 

 

 

（2）イベント検査の実施 

世界エイズデーにともなうイベント検査として、通常のＨＩＶ即日検査実施日（12月

13日）に希望者にＢ型肝炎検査を実施し、14名参加しました。 

 

 

（3）エイズ予防普及事業 

ア 学校における講演会 

青少年を対象に、エイズ・性感染症予防についての知識の普及を図るため、中学校7校、

高等学校2校、その他1校、合計10校 1,035名に講演会を実施しました。 

 

イ キャンペーン活動 

月 日 内 容 対 象 場 所 参加者数 

７月26日 

検査案内チラシ、 
啓発グッズの配布 

学生 
職員 
県民 

神奈川県立平塚看護大学校 101 

10月26・27日 神奈川大学湘南平塚キャンパス 210 

11月18日～11月29日 県民 平塚合同庁舎 ― 

12月3日 エイズ予防啓発 県民 ＦＭナパサ（ラジオ放送） ― 

合    計 311 

区分 20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上 不明 合計 

男 7 80 79 51 34 15 0 266 

女 10 40 24 20 2 3 0 99 

合計 17 120 103 71 36 18 0 365 
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10 結核予防                                        ＜保健予防課＞ 

結核は、平成19年４月１日から「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す

る法律」に基づき二類感染症になりました。これにより、医療機関から患者発生届が直ち

に提出され、積極的疫学調査等速やかな対応が可能になりました。当所では、結核予防の

普及啓発・関係医療機関との連携により、治療中断者を早期に把握するため服薬支援事業

を実施しました。また、患者家族や接触者の発病予防に取り組みました。 

 

(1)  診査協議会(平塚保健福祉事務所感染症診査協議会)  

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第24条に基づく診査を行

いました。（平成31年4月1日～令和2年3月31日） 

ア 開催回数  定例：24回 臨時：26回 

イ 診査件数 

区 分 
件数 

（延） 

入院勧告 25 

入院延長 64 

医療費公費負担申請(37条の2) 103 

合格 99 

不合格 0 

保留 4 

 

(2)  結核患者の登録管理状況 

ア 登録患者数（令和元年12月31日現在） 

区 分 総   数 
活 動 性 
肺 結 核 

活 動 性 
肺外結核 

不活動性 
結 核 

活 動 性 
不 明 

潜在性結核 
（別掲） 

総 数 78 25 4 40 9 18 

市 
町 
別 

平 塚 市 67 23 4 34 6 15 

大 磯 町 3   2 1 3 

二 宮 町 8 2  4 2  

年 
 

齢 
 

別 

0～4歳      2 

5～9歳       

10～14歳       

15～19歳       

20～29歳 7 3 1 3  1 

30～39歳 3   3  4 

40～49歳 9 5  3 1  

50～59歳 7 1 2 3 1 3 

60～69歳 7 3  3 1 3 

70～79歳 24 6 1 14 3 3 

80歳～ 21 7  11 3 2 
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イ 新登録患者数（平成31年1月1日～令和元年12月31日） 

区 分 総  数 
活 動 性 
肺 結 核 

活動性肺結核(内訳) 
活 動 性 
肺外結核 

潜在性結核 
（別掲） 喀痰塗沫

陽性 
その他結
核菌陽性 

菌陰性・ 
その他 

総 数 38 32 10 16 6 6 19 

年 
 

齢 
 

別 

0～4歳       1 

5～9歳        

10～14歳       1 

15～19歳        

20～29歳 5 4  2 2 1 1 

30～39歳 1 1 1    4 

40～49歳 6 6 2 4   2 

50～59歳 5 2  1 1 3 3 

60～69歳 4 4 1 2 1  2 

70～79歳 8 7 2 3 2 1 3 

80歳～ 9 8 4 4  1    2 

 

(3)  接触者健診          （平成31年4月1日～令和2年3月31日） 

区 分 
受 診 者 数（延べ） 受 診 結 果（実） 

保健所 医療機関 合計 要医療  発病の恐れ 異常なし 合計 

接触者健診 195 37 232 16 8 144 168 

 

(4)  保健指導 

適切な治療の確保、医療中断の防止、家族・接触者に対する感染予防、発病予防等の

指導を実施しました。 

家庭訪問 所内指導（延人数） 

延人数 電話 面接 文書 計 

125 563 194 72 829 

 

(5) 研修 

ア 結核医療従事者研修  

月 日 内  容 講 師 会 場 参加者数 

2月18日 

結核病床のない大学病院
での院内感染対策 
～一般病院での課題や対
策のポイント～ 

東邦大学医療センター大橋病院 
院内感染対策室 副室長  
中山晴雄氏 

伊勢原シティ
プラザ1階ふ
れあいホール 

54 

＊秦野センターと合同開催 

 

イ コホート検討会 

月 日 内  容 講 師 会 場 参加者数 

8月19日 
コホート検討 

公益財団法人結核研究所  
保健看護学科課長代理 
浦川美奈子氏 

平塚保健福祉
事務所 

23 

   

＊秦野センター・鎌倉保健福祉事務所・三崎センターと合同開催 
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11 感染症予防                                       ＜保健予防課＞ 

平成10年に「伝染病予防法」に替わり「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療

に関する法律」が制定されました。その後平成19年3月に「結核予防法」が統合され、平

成20年に新型インフルエンザ対策の整備等に関する改正が行われました。 

当所では、感染症の届出や集団発生時に、疫学調査・保健指導等を実施し、感染症の

まん延防止に努めました。また、感染症発生動向調査事業実施要綱に基づき、感染症の発

生状況を収集し、県･国に報告しています。 

また、令和２年２月１日に「新型コロナウイルス感染症」が「指定感染症」に指定さ

れ、対応しました。 

 

(1)  発生届（平成31年1月1日～令和元年12月31日）  

類 別 疾患名 件数  

一類感染症  0 

二類感染症 結核 56 

三類感染症  0 

四類感染症 レジオネラ症 4 

E型肝炎 3 

つつが虫病 1 

五類感染症 カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 4 

急性弛緩性麻痺 1 

急性脳炎 1 

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 2 

後天性免疫不全症候群 2 

水痘（入院例） 2 

侵襲性肺炎球菌感染症 8 

梅毒 4 

播種性クリプトコックス症 2 

百日咳 9 

風しん 6 

総 数 105 

           ※当所に届出のあった数。住所が管外の場合もあります。    

(2) 医療機関からの相談および検査件数   

病 名 相談件数 検体数 結果 

オウム病疑い 1 3 陰性 

日本紅斑熱疑い 1 2 陰性 

無菌性髄膜炎疑い 1 3 陰性 

合 計 3 8  

- 43 - 



(3)  感染症の集団発生連絡にともなう疫学調査・指導等 

社会福祉施等における感染症発生に係る報告（平成17年2月22日通知）に基づく報告

に対し、調査・保健指導を行いました。 

疾病名 施設種別 件数 

インフルエンザ 

高齢者施設 1 

障害者施設 2 

保育園 2 

風邪症状 高齢者施設 2 

感染性胃腸炎 高齢者施設 1 

合 計 8 

 

(4) 集団かぜによる学級閉鎖状況 

施設区分 報告数 欠席者数 学級閉鎖数 学年閉鎖数 施設閉鎖数 

総計 101 670 85 14 2 

幼稚園 4 73 2 1 1 

小学校 70 420 65 5  

中学校 21 160 18 3  

その他 6 17  5 1 

 

(5)  感染症予測監視状況事業 

定点種別 週報 月報 機関数 

インフルエンザ定点 〇  11 

小児科定点 〇  7 

眼科定点 〇  2 

ＳＴＤ定点  〇 2 

基幹定点 〇 〇 1 

疑似症定点 発生時報告 3 

 

 

（6） 保健指導 

ア 健康教育 

月 日 内 容 講 師 対 象 会 場 
参加
者数 

8月30日 
感染症予防の基礎 
     ＜知識編＞ 

医師・
保健師 管内介護保険事業所・高齢者施

設・障害児者施設・児童養護施
設・救護施設等の職員 
＊指導的立場の方 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

27 

11月1日 
感染症予防の基礎 
     ＜技術編＞ 

医師・
保健師 

15 

12月4日 

 
アイソポッド組み立て・
PPE着脱所内研修会 
 

医師・
保健師 

当所職員 
平 塚 保 健 
福祉事務所 

11 
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イ 個別指導

訪  問 面  接 電   話 
文書・ 
メール

計 

65 18 1,443 13 1,539 

（7）物品の貸出

正しい手洗いの普及啓発のため、手洗いチェッカーを貸し出しました。

貸出先 高齢者施設 児童養護施設 障害者施設 その他 計 

回 数 16 2 3 4 25 

（8）感染症対策連絡会

月 日 内 容 会 場 参加者 

7月29日 
1 管内の感染症の状況 

2 情報交換 

平塚保健福

祉事務所 

管内医師会・市町担

当職員・病院感染管

理認定看護師・病院

職員 

（9）蚊の生息調査

期間   6月～10月（各月1回。計5回）

場所   平塚市総合運動公園、神奈川県立大磯城山公園

検査内容 デングウイルス、ジカウイルス、日本脳炎ウイルス、

ウエストナイルウイルス、チクングニアウイルス

 結果 ウイルスを保有した蚊は確認されませんでした。

12 難治性疾患対策   ＜保健予防課＞ 

難病患者に対し医療給付を行うとともに、患者・家族のＱＯＬ向上のための講演会や

つどいを開催しました。また、関係機関との連携により適切な在宅療養支援の推進を図る

ため、会議や従事者研修会等を開催しました。 

(1) 特定疾患医療援護

特定医療費（指定難病）医療受給者証交付状況 

医療受給者証交付申請（新規） 339 件 

医療受給者証交付更新申請 1,358 件 

その他（特定医療費請求申請他） 528 件 

(2) 難病対策地域協議会

平塚保健福祉事務所及び管内の市町、その他福祉関係機関等が実施する難病患者への

保健福祉事業を円滑かつ効果的に行うために、難病患者やその家族をとりまく状況や課

題等を把握検討し、管内の難病保健福祉施策の向上を図ることを目的に、会議を開催し

ました。 
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月 日 内 容 会場 出席者数 

2月13日 

・平塚保健福祉事務所における難病対策 

・医療依存度の高い難病患者への風水害時に避難について

考える～各々の関係機関の課題、取り組みから～ 

関係機関の取組み及び課題について意見交換 

・「難病患者の保健福祉サービスのご案内」の改訂につい

て 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

29 

 

(3) 医療相談等事業 

難病患者及びその家族を対象に、療養上の不安の解消を図るため、講演会や相談会、

つどいの開催、訪問相談事業を行いました。 

ア 難病講演会 

月 日 内 容 講 師 会 場 参加者数 

7月23日 
「神経難病との付き合い方～最新の

治療～」 

独立行政法人国立病院機構 

箱根病院 副院長  

荻野裕氏 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

33 

 

イ  難病患者と家族のつどい 

月 日 内 容 講 師 会  場 参加者数 

4月23日 参加者による自主活動(情報交換等)  

平塚保
健福祉
事務所 

10 

5月28日 健康体操 
スポーツプログラマー 

橘高靖子氏 
7 

7月23日 講演会同時開催 

独立行政法人国立病院機構箱

根病院 副院長 

荻野裕氏 

15 

9月24日 楽しく歌って、元気な体づくり♪ 
療育音楽指導者 

佐藤喜美子氏 
13 

11月26日  
美味しく食べて、楽しくお話しする

ために 

大磯幸寿苑 言語聴覚士 

堀江正邦氏 
16 

1月28日 
療養生活の情報交換、口腔衛生につ

いて 
当所歯科衛生士・保健師 3 

3月17日 1年間を振り返って  0 

 

(4)  在宅療養支援計画策定・評価事業 

在宅療養中の難病患者や家族の実態に応じたきめ細やかな支援を行うことと、地域に

おける総合的な支援体制の構築のために、事例検討会等を開催しました。 

病 名 回数 検討内容 検討場所 

筋萎縮性側索硬化症 6 
関係者間の情報共有、サービス調
整等支援方針の確認 

本人宅、医療機関等 
多系統萎縮症 1 
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(5)  難病対策特別推進事業（在宅難病患者在宅ケア従事者研修会） 

難病患者等の在宅療養上の適切な支援を行うため、サービス提供事業所職員（ケアマ

ネジャー、看護師、ヘルパー、歯科衛生士等）を対象に研修会を開催しました。 

月 日 内 容 講 師 会 場 
参加者

数 

11月21日 

① 二宮町の昨年台風で停電した際の対

応事例とその後の取り組み状況 

② 平時から準備している事・大雨によ

る避難勧告時の避難体験 

③ 停電時の人工呼吸器の装着者の対応

について 

④ 平塚市の避難所の仕組み、災害への

取り組み 

⑤ 神奈川県の防災対策の取り組み 

・二宮町高齢介護課  

中舘恵利子課長 

・松山博氏 

・株式会社フィリップスジ

ャパン 高橋俊光氏 

・平塚市市長室災害対策課

職員 
・当所保健師 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

30 

 

（6）在宅難病患者受入れ病床確保事業 

医療依存度の高い難病患者を対象に、介護者の休養や介護困難時に対応するため、緊

急一時入院の利用申請受付や状況調査・利用調整を行いました。 

受入病院 利用回数 

箱根病院        1 

鶴巻温泉病院        2 

 

（7） 家庭訪問・相談 

 家庭訪問 面接 電話 その他 計 

人数（延） 39 39 290 12   380 

 

 

13 肝臓疾患対策事業                   ＜保健予防課＞ 

肝疾患医療給付申請者に対し申請事務を行うとともに、肝炎検査・相談等を実施しま

した。 

 

(1)  ウイルス性肝炎相談及びＣ型肝炎、Ｂ型肝炎抗原検査実施状況 

相談・検査  

定例相談 受診券発行 
イベント検査※ 

（Ｂ型のみ） 

随時相談 

（延数） 

0 1 14 9 

※世界エイズデーに伴うイベントとしてエイズ検査と同時に実施 
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(2) 肝炎治療費助成申請件数等 

申請内容 件数 

インターフェロン 0 

インターフェロンフリー 40 

核酸アナログ製剤 172 

その他 15 

合計 227 

 

 

14 原爆被爆者援護                                    ＜保健予防課＞ 

戦後70年以上を経過した中で、被爆者健康手帳の新規申請は減少の一途をたどってい

ますが、被爆者及びそのこどもに対して健康診断を実施するとともに、各種手当等の手続

きを実施しました。 

  

(1)  被爆者健康手帳等交付状況 

      （令和2年3月31日現在） 

区  分 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

被 爆 者 健 康 手 帳 56 21 16 93 

第一種健康診断受診者証 0 0 0 0 

第二種健康診断受診者証 0 0 0 0 

被爆者のこども受診者証 106 18 10 134 

合  計 162 39 26 227 

 

(2)  被爆者健康診断受診状況 

実施月 受診者数 

5月 1名 

11月 0名 

合計 1名 

 

15 アスベスト（石綿）に関する相談                     ＜保健予防課＞ 

アスベスト（石綿）に関する健康不安や救済制度の申請等について、相談を実施しま

した。 

 

相談取扱件数 

相談件数 
（延） 

相談方法 相談内容 

電 話 来 所 メール その他 
健康 
相談 

労災 
相談 

環境 
相談 

申請等 

2 1 1 0 0 0 1 0 1 
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16 健康保持増進 ＜企画調整課＞＜保健福祉課＞ 

地域住民の健康の保持増進を図るため、健康・体力づくり、禁煙サポート、がん予防、

健康教育、生活習慣病予防の各事業を実施しました。 

　健康増進事業や介護予防事業、特定健診・特定保健指導事業の効果的かつ円滑な推進 

を図るために健康増進評価事業ヒアリングを実施しました。 

　また、平成28年度から、かながわ方式保健指導推進事業実施地域になった平塚市において

研修会、検討会及び事業実施について参加支援しました。 

(1) 地域禁煙サポート推進事業（企業支援）

がんをはじめとする生活習慣病予防対策を推進するため、その大きな原因といわれ

ている喫煙率の低下を目指し、管内企業の社内健康イベントにおいて禁煙教育等を

実施しました。 

神奈川中央交通株式会社「トータル・ヘルス・プロモーション（総合健康支援）」への参加 

月 日 内   容 出席者 対  象 会 場 参加者数 

12月11日 

・ハイ・チェッカーによる肺年齢測定
・スモーカーライザーによる呼気中一

酸化炭素濃度測定と禁煙指導
・受動喫煙防止条例啓発グッズの配布
・禁煙外来を行う医療機関の一覧を用

いた情報提供等

当所職員 
神奈川中央
交通株式会
社の社員 

神奈川 
中央交通 
株式会社 

29 

(2) 高校生への喫煙防止教育

「神奈川県がん対策推進計画（平成25年３月策定）」に基づき、未成年者の健康に

深刻な影響を与える喫煙について、その防止対策の一環として、未成年者が適切な意

思決定や行動ができるよう、県立高等学校に対して喫煙防止教育を実施しました。 

月 日 内   容 講  師 開  催  校 参加者数 

６月10日 
・たばこが身体に与える悪影響について
・受動喫煙が与える健康被害について
・新しいたばこの安全性について

当所保健師 
県立神奈川工業高
等学校（定時制） 

55 

11月25日 
・たばこが身体に与える悪影響について
・受動喫煙が与える健康被害について
・新しいたばこの安全性について

当所保健師 県立二宮高等学校 280 
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(3) 健康増進事業評価

神奈川県健康増進事業評価実施要領に基づき、ヒアリング（会議）の中で

課題や取組みについて協議し、管内の健康増進事業の推進を図りました。 

月 日 内 容 会 場 出 席 者 数 

７月10日 

・健康増進事業の評価について
・がん検診の取組みに関する情

報交換 
・その他

平 塚 保 健 
福祉事務所 

平 塚 市 健 康 課 2 
大磯町スポーツ健康課 1 
二宮町子育て・健康課 2 
寒川町健康・スポーツ課 2 
茅ヶ崎市保健所地域保健課 2 

当所 
保健福祉課 4 
企画調整課 1 
県 
健康増進課  1 

(4) 地域企業におけるがん検診受診促進事業

「神奈川県がん対策推進計画」を踏まえ地域の企業、事業所への普及啓発として

管理者に対してがん予防やがん検診の重要性について理解を促し、従業員等への受

診促進及び市町のがん検診の情報提供を行い、受診率の向上に努めました。 

月 日 対象者 内  容 講  師 会  場 参加者数 

４月～３月 
(13回実施) 

食品衛生責任者 
がんの現状とがん検診の
すすめ 当所保健師 

平塚保健福祉
事務所 356 

４月～３月 
(131回実施) 

介護保険指定事業者
等 

がんに関する情報の提供
(リーフレット配布)

当所保健師 
各介護保険 
指定事業所 131 

７月 
(７回実施) 

労務安全衛生協会平
塚支部地区会参加者 

がんの現状とがん検診の
すすめ(リーフレット配
布) 

当所保健師 
平塚市 
勤労会館等 130 

９月６日 
労務安全衛生協会会
員平塚支部労働衛生
週間推進大会参加者 

がんに関する情報の提供
(パネル展示、リーフレ
ット配布) 

保健師等 
当所職員 

中央公民館 251 
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(5) がん検診普及啓発セミナー

集客力のある場を活用して、がん検診・がん予防についての普及啓発を図るととも

に、がん検診の受診率向上を目指した取り組みを実施しました。 

 また、当事者のがん体験談を通して、自分自身や家族の健康を考え行動できるよう

支援しました。 

月 日 対 象 内  容 会 場 参加者数 

４月 
(３回実施) 

労働安全衛
生協会 
新人社員安
全衛生教育
参加者 

がんに関する情報提供(リーフレット配布) 平塚市勤労
会館 

133 

４月～９月 
(３回実施) 

看護学生実
習オリエン
テーション

がんに関する情報提供(リーフレット配布) 平塚保健福
祉事務所 

96 

７月～10月 
(４回実施) 

一般県民 
（大学祭の
参加者） 

【がん検診普及啓発キャンペーン】 
がんに関する情報提供(パネル展示、リーフ

レット配布)、がんに関するクイズ、アンケー
ト実施、グッズ配布等

県立平塚看
護大学校等 615 

７月30日 
８月９日 

小児慢性特
定疾病児童
等 の 講 演
会、交流会 

がんに関する情報提供(リーフレット配布) 
平塚保健福
祉事務所 17 

９月17日 
一般県民 がん体験者による講演会、リンパマッサージ、

がん検診の説明、がん検診予約受付、アンケー
ト実施、グッズ配布等

大磯町子育
て支援総合
センター

13 

１月22日 一般県民 がんに関する情報提供(リーフレット配布) 
パイロット
コーポレー
ション

40 

２月18日 一般県民 がん体験者による講演会、がん検診の説明、ア
ンケート実施、リーフレット・グッズ配布等

平塚市勤労
会館 170 

（6）健康づくりのためのデータ活用研修

健康づくりに関わる業務の更なる推進に向け、保健医療データなどを活用し、県と市

町村が連携して地域課題の分析や評価を行うことで、市町村が行う健康づくり事業につ

いて、より効果的な事業展開になるよう地区別研修とワーキングを実施しました。 

ア 地区別研修

月 日 対象者 内  容 講  師 参加者数 

10月28日 

平塚保健福祉事務

所、平塚保健福祉事

務所秦野センター、

平塚市、秦野市、伊

勢原市、大磯町、二

宮町 職員 

・大磯町からのワーキングの取組み

報告と講師からのコメント

・講義「事業効果の見せ方と他自治

体の取組み事例」

国際医療福祉大学 

小田原保健医療学部 

看護学科  

荒木田 美香子教授 

15 

３月９日 

平塚保健福祉事務

所、平塚保健福祉事

務所秦野センター、

大磯町 職員 

・大磯町からのワーキングの取組み

　報告と講師からのコメント

・講義「量的評価、質的評価の方

　法」

国際医療福祉大学  

小田原保健医療学部 

看護学科 

荒木田 美香子教授 

12 

- 51 - 



イ ワーキング

月 日 対象者 内  容 アドバイザー 参加者数 

１部ワーキング 
  10月 4日 

  10月11日 
 10月11日 

平塚保健福祉事

務 所 、 大 磯 町 

職員 

市町ヒアリングシートの内容に沿

ってヒアリング 

神奈川県在宅保健師 

会「いちょうの会」 

会長 志賀 愛子氏 

延15 

２部ワーキング 
12月 9日 
12月13日 
1月 9日 
1月27日 
2月 3日 
2月17日 

平塚保健福祉事

務 所 、 大 磯 町 

職員 

大磯町生活習慣病重症化予防講座

の事業評価 

神奈川県在宅保健師

会「いちょうの会」 

会長 志賀 愛子氏 

延33 

(7)生活保護受給者の健康支援

令和元年度は実施しませんでした。
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17 受動喫煙防止対策 ＜企画調整課＞ 

神奈川県がん対策推進計画に基づく受動喫煙防止対策として、戸別訪問を行うととも

に関係機関等と連携して県民及び事業者向け普及啓発を実施しました。 

⑴ 戸別訪問実施件数

神奈川県公共的施設における受動喫煙防止条例（以下「条例」という。）の対象

施設に対して戸別訪問を実施し、条例の周知と施設の現状確認、必要な改善指導を

行い、利用者や施設職員等の受動喫煙防止対策に関する知識の普及やがんの未病改

善の支援を行い、戸別訪問を端緒とした地域の健康づくりを推進しました。

県 第 １ 種 施 設 

（病院、薬局、物販店等） 

県 第 ２ 種 施 設 

（飲食店、美容所等） 

特 例 県 第 ２ 種 施 設 

（ 小 規 模 飲 食 店 等 ） 
合 計 

781 190 45 1,016 

⑵ 県民及び事業者向け普及啓発

県民及び事業者の自主的な受動喫煙防止に関する取組みを促進するため、各種イベン

ト等を通じて情報の提供等の支援を条例第６条に基づき行い、受動喫煙に起因するがんの

未病改善を推進しました。 

連 携 機 関 等 回数 内 容 

市 町 村 イ ベ ン ト 4 

・普及啓発チラシの配布（延べ132部）

・普及啓発用ポケットティッシュの配布（延べ582部）

・肺年齢測定（延べ154人）

民 間 団 体 イ ベ ン ト 4 

・普及啓発チラシの配布（延べ50部）

・普及啓発用ポケットティッシュの配布（延べ1,529部）

・肺年齢測定（延べ281人）

・呼気中一酸化炭素濃度測定（延べ15人）

世界禁煙デー及び禁煙週間イ

ベント 
6 

・普及啓発チラシの配布（延べ1,980部）

・普及啓発用ポケットティッシュの配布（延べ1,980部）

食 品 衛 生 責 任 者 講 習 10 
・受講者に対する受動喫煙防止に関する説明（804名）

・普及啓発チラシの配布（延べ804部）

平 塚 地 区 食 品 衛 生 協 会 
個別

対応 

・各飲食店組合長等に対する受動喫煙防止に関する説明

・普及啓発チラシの配布（延べ400部）

秦 野 伊 勢 原 食 品 衛 生 協 会 
個別

対応 

・各飲食店組合長等に対する受動喫煙防止に関する説明

・普及啓発チラシの配布（延べ20部）
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第３章

くらしを支える福祉サービス

1 　地域福祉

2 　介護保険

3 　福祉の貸付

4 　生活保護

5 　特別障害者手当等の支給

6  女性保護、母子・父子福祉

7 　児童福祉
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１ 地域福祉 ＜保健福祉課＞ 

高齢者福祉をはじめ、あらゆる福祉分野において、近年、ますます地域福祉の重要性が

高まり、地域の役割が増大している中、きめ細やかな施策を推進するため、地域における

福祉活動の中心を担っている民生委員・児童委員や障害福祉相談員に対し、活動経費の助

成や研修等の支援を行いました。 

また、介護と医療、障害等各分野の連携が求められ、地域の活動が活発になっている中、

地域ケア会議をはじめ多職種連携の会議等に出席し、制度横断的、広域的な立場から情報

提供等の支援を行いました。 

なお、組織再編により、平成29年４月から湘南東部障がい保健福祉圏域（藤沢市、茅ヶ

崎市、寒川町）も所管しています。 

(1) 民生委員・児童委員

定数及び活動状況

定  数 
相談件数 活動日数 訪問回数 民生委員 

児童委員 
主    任 
児童委員 

合  計 

平 塚 市 360 46 406 6,532 63,030 81,377 

藤 沢 市 485 35 520 6,434 72,951 94,230 

茅ヶ崎市 302 26 328 3,874 42,586 79,347 

秦 野 市 236 24 260 3,891 44,090 52,654 

伊勢原市 130 13 143 3,678 22,325 23,062 

寒 川 町 68 5 73 646 10,306 8,154 

大 磯 町 52 2 54 554 7,631 10,165 

二 宮 町 44 3 47 1,295 8,068 8,396 

合  計 1,677 154 1,831 26,904 270,987 357,385 

(注)「相談件数」から「訪問回数」までは、国への報告時期が遅れているため、平成30年度の実績。 

(2) 障害福祉相談員

身近な地域で当事者や家族の目線に立った相談援助を行う障害福祉相談員に対する研修

会を実施しました。 

月 日 内   容 講  師 会 場 参加者数 

9月5日 

きょうだい支援と家族支援 
～きょうだいの思い 

NPO法人なかのドリーム きょ
うだい支援の会運営係 公認
心理師・臨床発達心理士 

平塚市役所 18 

11月28日 藤沢市役所 18 
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(3) 成年後見制度の支援

成年後見関係者に対し、成年後見制度の理解を深めるため、市町成年後見制度担当者・

社会福祉協議会担当者等による事例検討も含む意見交換会を実施しました。平成30年度

からは専門職団体も参加しています

月 日 内   容 出  席  者 会 場 参加者数 

10月９日 
成年後見制度に関する意見交換会 
(湘南圏域) 

市町職員、社会福祉協議会
職員、専門職団体 

平 塚 保 健

福祉事務所 
33 

(4) バリアフリーのまちづくり普及啓発事業

「神奈川県みんなのバリアフリー街づくり条例」の普及啓発を行いました。

月 日 内   容 講  師 会 場 参加者数 

7月26日 
カラーバリアフリー普及啓発
（平塚看護大学校撫子祭）※

担当職員 平塚看護大学校 79 

10月19日 
カラーバリアフリー普及啓発
（東海大学「TOKAIグローカルフェス
タ」）※

担当職員 
東 海 大 学 
湘南キャンパス 

90 

10月20日 
カラーバリアフリー普及啓発
（よこみぞまつり）

担当職員 
大 磯 町 横 溝 
千 鶴 子 記 念 
障害福祉センター 

30 

10月26日
27日 

カラーバリアフリー普及啓発
（神奈川大学「平塚祭」）※

担当職員 
神 奈 川 大 学 
平塚キャンパス 

130 

１月9日 

講演会 
「地域支援のかたち～5分100円の御
用聞きがつくりだしたもの～」 

株式会社御用聞き 
代表取締役社長 

平 塚 保 健 福 祉 
事 務 所 

79 

2月29日
(中止) 

寒川町地域福祉フォーラム2020 
「ワークショップ「寒川町のことをしり
あおうカフェ2020～情報は、人をつな
ぐ、活動をつなぐ～」」 

綾瀬市社会福祉協議会 
地域福祉班長 

寒川町健康管理
セ ン タ ー

※ 第２章５母子保健（４）生涯を通じた女性の健康相談事業 ウ未病女子対策へ参加

(5) 障害者自立支援協議会への支援

障害保健福祉圏域における相談支援ネットワークの形成を通じて、重層的な相談支援

体制を構築し、広域的かつ専門的な支援を行うことにより、障害者の福祉の増進を図る

ため、事業委託先の活動を支援しました。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、２月後半から中止とされた定例会議がありました。  
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ア 湘南西部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成事業

神奈川県の事業委託先である社会福祉法人常成福祉会丹沢自律生活支援センターの

活動を支援しました。 

会 議 名 回数 

湘南西部障害保健福祉圏域自立支援協議会 2 

相談支援ネットワーク 3 

重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワーク会議 2 

重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方の支援ネットワーク事業所情報交換会 1 

重症心身障害児者及び医療的ケアを必要とする方を支援する医療機関懇談会 1 

イ 湘南東部障害保健福祉圏域相談支援ネットワーク形成事業

（神奈川県の事業委託先：特定非営利活動法人藤沢相談支援ネットワーク） 

会 議 名 回数 

湘南東部障害保健福祉圏域自立支援協議会 0 

ウ 市町自立支援協議会

会 議 名 回数 

平塚市障がい者自立支援協議会 2 

地域生活支援部会 精神分科会 6 

地域生活支援部会 身障分科会 0 

こども部会 1 

大磯町･二宮町自立支援協議会 0 

部会 ４ 

(6) 管内市町等への支援

会 議 名 回数 

湘南西部圏域 

湘南西部圏域障害差別解消協議会 2 

平塚市成年後見支援 ネットワーク連絡会 1 

大磯町地域ケア会議 7 

二宮町地域ケア会議 8 

平塚市包括支援センター 地域担当者連絡会 5 

平塚市地域包括ケア管理者会議 6 

湘南東部圏域 

寒川町地域ケア会議 2 

※2月後半から新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止とされた定例会議がありました。

- 58 -



２ 介護保険 ＜保健福祉課＞ 

介護保険指定事業者等に対して、介護給付サービスの質の確保及び保険給付の適正化を

図るため、指導を実施しました。 

組織再編により、平成26年４月から秦野市、伊勢原市、平成29年４月から藤沢市、茅ヶ崎

市、寒川町も所管しています。 

(1) 集団指導

介護保険指定事業者等に対して、介護給付サービスの取扱い、介護報酬の請求内容、

事業運営上の注意点について、神奈川県高齢福祉課及び他の保健福祉事務所と合同で講

習会を実施しました。

月 日 内 容 会 場 対象事業者数 参加事業者数 

９月12日 

介護保険指定事業者等 
指導講習会 

小田原市生涯学習センターけやき 

1,449 1,219 

９月13日 藤沢市民会館 

９月19日 神奈川県総合医療会館 

９月24日 海老名市文化会館 

９月25日 伊勢原市民文化会館 

９月26日 神奈川県総合医療会館 

※対象事業者数は、令和元年９月１日時点の平塚保健福祉事務所管内の介護保険指定事業者数。

参加事業者数は、講習会出席者数。（ともに介護予防を含む）。

(2) 実地指導

指定基準に基づき、介護保険指定事業所等に対し、介護給付サービスの質の確保及び

保険給付の適正化を図るため、実地指導を行いました。 

※実地指導対象数は令和２年３月31日時点の平塚保健福祉事務所管内の介護保険指定事業者数

サービス区分
実地指導対象数 実地指導実施数 

介護保険 介護予防 介護保険 介護予防 

訪 問 介 護 288 50 

訪 問 入 浴 介 護 21 20 5 5 

訪 問 看 護 107 104 26 26 

訪問リハビリテーション 7 7 1 1 

居 宅 療 養 管 理 指 導 1 1 

通 所 介 護 178 33 

通所リハビリテーション 27 26 5 4 

短 期 入 所 生 活 介 護 76 73 11 10 

短 期 入 所 療 養 介 護 30 29 5 5 

特定施設入居者生活介護 90 84 21 20 

福 祉 用 具 貸 与 55 54 10 10 

特 定 福 祉 用 具 販 売 55 55 9 9 

介 護 老 人 福 祉 施 設 60 9 

介 護 老 人 保 健 施 設 28 5 

介 護 療 養 型 医 療 施 設 1 - 

介 護 医 療 院 2 - 

合  計 1,025 452 191 91 
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３ 福祉の貸付                          ＜保健福祉課＞ 

母子・父子家庭等の生活の安定と児童の健全な育成を図るために必要な資金の貸し付け

を行いました。 

 

母子・父子福祉資金等の貸付件数 

区 分 
事業 
開始 

事業 
継続 

技能 
習得 

就職 
支度 

住宅 転宅 医療 生活 修学 
就学 
支度 

修業 結婚 
児童 
扶養 

合計 

平塚市 

母子   1   1  1 20 23 1   47 

寡婦         1     1 

父子         1 1    2 

藤沢市 

母子      1  1 8 6 2   18 

寡婦         1     1 

父子    1      1    2 

茅ヶ崎
市 

母子   3   2  3 12 13    33 

寡婦              0 

父子          1    1 

寒川町 

母子         2 1    3 

寡婦              0 

父子        1      1 

大磯町 

母子         1 1    2 

寡婦              0 

父子              0 

二宮町 

母子          1    1 

寡婦              0 

父子              0 

合 計 

母子 0 0 4 0 0 4 0 5 43 45 3 0 0 104 

寡婦 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 2 

父子 0 0 0 1 0 0 0 1 1 3 0 0 0 6 

※「母子」とは「母子福祉資金」、「寡婦」とは「寡婦福祉資金」、「父子」とは「父子福祉資

金」の略です。 
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社
保
給
付
金
の

減
少

喪
失

そ
の
他
の
働
き
に

よ
る
収
入
の
減
少

事
業
不
振
・
倒
産

４ 生活保護 ＜生活福祉課＞ 

生活保護法は、憲法第25条に基づき、最低限度の生活の保障と自立の助長を目的とし

ています。 

生活上の相談の実施、扶助費の支給等により最低生活を保障するとともに、就労支援

や児童の健全育成に取り組み、自立への支援を行いました。 

当所管内（大磯町、二宮町）の保護世帯数は、平成20年のリーマンショック後の不況、

雇用情勢の悪化の影響を受け、平成21年度から大幅に増加しましたが、近年の伸び率は鈍

化したものの、令和元年度は前年に比して微増となっています。一方で、保護受給世帯の

中で高齢世帯の占める割合が年々大きくなっています。 

(1) 生活相談事業  (令和元年度) 

世

帯

類

型

相談の主な理由 

合

計

世
帯
主
の
傷
病

世
帯
員
の
傷
病

要
介
護
状
態

稼
働
者
の
死
亡
離
別

（
Ｄ
Ｖ
を
含
む
）

稼働収入の減少・喪失 
社
会
保
障
給
付
金
の

減
少
・
喪
失

貯
金
の
減
少
・
喪
失

扶
養
の
減
少
・
喪
失

ケ
ー
ス
移
管

そ

の

他

定
年
・
自
己
都
合

解
雇
・
勤
務
先
都
合

老
齢
に
よ
る
収
入
減

事
業
不
振
・
倒
産

そ

の

他

合 計 69 9 7 1 8 15 11 1 3 6 33 20 0 39 222 

※相談延べ件数

(2) 扶助別被保護世帯数・人員の状況  （令和2年3月分） 

区  分 
生活 
扶助 

住宅 
扶助 

教育 
扶助 

介護 
扶助 

医療 
扶助 

出産 
扶助 

生業 
扶助 

葬祭 
扶助 

保護を
受けた

者 

保護率 
（‰） 

大磯町 
世帯数 147 131 3 53 146 0 2 2 176 

6.59 
人 員 169 148 3 55 170 0 2 2 204 

二宮町 
世帯数 190 190 5 43 202 0 3 0 228 

9.84 
人 員 219 222 6 43 235 0 3 0 268 

合 計 
世帯数 337 321 8 96 348 0 5 2 404 

8.11 
人 員 388 370 9 98 405 0 5 2 472 

(3) 保護の開始・廃止の状況

ア 理由別開始世帯の状況 (令和元年度) 

区分 

傷病 要

介

護

状

態

働いて 
いた者 

失業 老
齢
に
よ
る
収
入

の
減
少

･

預
貯
金
の
減
少･

喪
失

仕
送
り
の
減
少･

喪
失

ケ

ー

ス

移

管

そ

の

他

合

計

世

帯

主

世

帯

員

死

亡

離

別

等

定
年･

自
己
都
合

勤
務
先
都
合

（
解
雇
等
）

大磯町 5 0 0 0 0 2 1 3 0 3 1 11 3 0 6 35 

二宮町 4 0 1 0 0 1 0 4 0 3 0 6 4 0 8 31 

合 計 9 0 1 0 0 3 1 7 0 6 1 17 7 0 14 66 
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イ 理由別廃止世帯の状況 (令和元年度) 

区分 

世
帯
主
の
傷
病
の
治
癒

世
帯
員
の
傷
病
の
治
癒

死

亡

失

踪

稼
働
収
入
の
増
加

働

き

手

の

転

入

社
保
給
付
金
の
増
加

仕

送

り

の

増

加

親
族
縁
者
等
の
引
取

施

設

入

所

医
療
費
の
他
法
負
担

ケ

ー

ス

移

管

そ

の

他

合

計

大磯町 0 0 9 3 6 0 2 1 0 0 0 2 7 30 

二宮町 0 0 10 1 4 0 0 0 0 1 0 3 6 25 

合 計 0 0 19 4 10 0 2 1 0 1 0 5 13 55 

(4) 世帯類型別被保護世帯の状況     （令和2年3月分） 

区分 高齢者世帯 母子世帯 障害者世帯 傷病者世帯 その他世帯 合 計 

大磯町 107 4 18 18 29 176 

二宮町 144 6 25 30 23 228 

合 計 251(62.1) 10(2.5) 43(10.6) 48(11.9) 52(12.9) 404(100.0) 

※ （ ）内は、総数に占める割合（％）

(5) 労働力類型別被保護世帯の状況      （令和2年3月分） 

区 分 

稼  働  世  帯 

非稼働世帯 合 計 世帯主が働いている世帯 
世帯員稼働 

常 用 日 雇 内 職 その他 

大磯町 15 1 3 3 5 149 176 

二宮町 22 1 3 1 3 198 228 

合 計 37 2 6 4 8 347 404 

(6) 医療扶助     （令和2年3月分） 

区  分 
入 院 入 院 外 

合 計 
精 神 その他 計 精 神 その他 計 

大磯町 5 8 13 1 156 157 170 

二宮町 6 8 14 2 219 221 235 

合 計 11 16 27 3 375 378 405 

※ 他法により医療費が賄われ、医療扶助の給付がないものは含まれていません。

(7) 生活保護施設措置状況  （令和2年3月分） 

区 分 救護施設 更生施設 合 計 

大磯町 3 0 3 

二宮町 4 0 4 

合 計 7 0 7 

※ 町の区分は発生地による

(8) 保護の開始・廃止世帯件数の推移

区 分 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

開 始 41 61 66 93 99 80 73 57 73 66 64 69 66 

廃 止 34 45 57 58 64 63 60 55 75 38 80 74 55 
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(9) 保護世帯数等の推移（年度平均）
区分 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

大 
磯 
町 

世帯数 96 101 106 114 131 146 151 162 155 172 176 165 176 

人 員 142 145 144 162 197 218 216 223 205 220 220 197 204 

保護率 
‰ 

4.33 4.42 4.39 4.93 6.00 6.65 6.63 6.87 6.41 6.98 6.99 6.26 6.59 

二 
宮 
町 

世帯数 149 151 169 182 204 216 222 220 229 225 232 225 228 

人 員 203 207 232 256 287 300 303 290 300 290 296 277 268 

保護率 
‰ 

6.83 6.98 7.83 8.66 9.97 10.25 10.47 10.06 10.54 10.27 10.56 9.94 9.84 

中 
郡 

世帯数 245 252 275 296 335 362 373 382 384 397 408 390 404 

人 員 345 352 376 418 484 518 519 513 505 510 516 474 472 

保護率 
‰ 

5.53 5.64 6.02 6.70 8.07 8.35 8.44 8.37 8.36 8.53 8.67 8.00 8.11 

(10) 生活保護費の状況 （単位：円） 

区  分 大磯町 二宮町 合 計 

生 活 扶 助 93,576,896 134,937,438 228,514,334 

住 宅 扶 助 61,804,747 84,026,167 145,830,914 

教 育 扶 助 245,784 607,500 853,284 

介 護 扶 助 93,656 32,722 126,378 

医 療 扶 助 2,090,098 4,532,164 6,622,262 

出 産 扶 助 0 0 0 

生 業 扶 助 770,747 654,787 1,425,534 

葬 祭 扶 助 1,185,979 903,280 2,089,259 

保護施設事務費 10,651,184 7,006,930 17,658,114 

進学準備給付金 0 100,000 100,000 

合  計 170,419,091 232,800,988 403,220,079 

就労自立給付金 165,835 164,716 330,551 

総  計 170,584,926 232,965,704 403,550,630 

※ 医療扶助、介護扶助は、当所で直接支出した額であり、支払基金経由分、国保連合会

経由分は含みません。

５ 特別障害者手当等の支給 ＜生活福祉課＞ 

日常生活において常時介護を必要とする在宅の重度障害児者に対し、町と連携して特

別障害者手当等の支給事務を行いました。 

特別障害者手当等の支給状況    （令和2年3月31日現在） 

区分 障害児福祉手当 福祉手当(経過措置分) 特別障害者手当 合 計 

大磯町 6 0 9 15 

二宮町 6 2 18 26 

合計 12 2 27 41 
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 ６ 女性保護、母子・父子福祉 ＜生活福祉課＞ 

母子・父子・寡婦世帯に対する離婚等の家庭問題、就労、経済、子どもの養育等の相

談を受け、生活の安定と自立に向けた支援、福祉資金の貸付等と女性や母子の一時保護を

実施しました。 

(1) 母子・父子自立支援員の相談指導実施状況 (令和元年度) 

区 分 
相談件数 

大磯町 二宮町 その他 合 計 

生

活

一

般

住 宅 6 2 2 10 

医 療 ・ 健 康 

病 気 4 0 2 6 

障 害 0 0 0 0 

そ の 他 0 0 0 0 

家 庭 紛 争 
配偶者等の暴力 9 2 2 13 

そ の 他 3 1 4 8 

就 労 

求 職 ・ 転 職 5 0 1 6 

資格取得・職業訓練 2 3 0 5 

職 場 の 悩 み 0 0 0 0 

そ の 他 1 4 0 5 

結 婚 0 0 0 0 

養 育 費 3 0 0 3 

借 金 3 0 3 6 

そ の 他 3 1 1 5 

小 計 39 13 15 67 

児

童

養 育 

保 育 所 入 所 1 0 0 1 

虐 待 3 0 1 4 

そ の 他 2 0 0 2 

教 育 3 1 0 4 

非 行 0 0 0 0 

就 職 0 0 0 0 

そ の 他 2 1 0 3 

小 計 11 2 1 14 

経
済
的
支
援
・
生
活
援
護

母子福祉資金 
貸 付 11 3 1 15 

償 還 11 5 3 19 

父子福祉資金 
貸 付 0 0 0 0 

償 還 0 0 0 0 

寡婦福祉資金 
貸 付 0 0 0 0 

償 還 0 0 0 0 

公 的 年 金 1 0 2 3 

児童扶養手当 2 0 0 2 

生 活 保 護 4 1 2 7 

税 1 0 0 1 

生活福祉資金 0 0 0 0 

そ の 他 4 0 0 4 

小 計 34 9 8 51 

そ

の

他

売店設置（法第25条） 0 0 0 0 

たばこ販売（法第26条） 0 0 0 0 

母子・父子世帯向公営住宅（法第27条） 0 0 0 0 

母子・父子福祉施設の利用 0 0 0 0 

母子生活支援施設（児童福祉法第38条） 4 0 5 9 

小 計 4 0 5 9 

合 計 88 24 29 141 
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(2) 女性相談員の相談実施状況   (令和元年度) 

区 分 

相 談 内 容 処 理 状 況 

施
設
入
所
希
望

経

済

問

題

職

業

問

題

住

宅

問

題

暴
力
団
・
ヒ
モ
等
の
問
題

更

生

相

談

そ

の

他

合

計

就

職

・

自

営

結

婚

家
庭
へ
の
送
還

福
祉
事
務
所
へ

女
性
相
談
所
へ

他
府
県
の
女
性
相
談
所
へ

そ
の
他
関
係
機
関
・
施
設
へ

助

言

指

導

そ

の

他

合

計

夫

婦

間

問

題

そ

の

他

面 
接 
相 
談 

大磯町 0 2 0 3 7 0 0 0 2 14 0 0 0 2 1 0 1 10 0 14 

二宮町 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2 

その他 1 1 0 0 2 1 0 0 3 8 0 0 0 2 2 0 0 4 0 8 

合計 2 3 0 4 9 1 0 0 5 24 0 0 0 4 3 0 1 16 0 24 

電 
話 
相 
談 

大磯町 0 4 0 1 7 5 0 0 2 19 0 0 0 0 0 0 0 19 0 19 

二宮町 1 1 0 1 2 1 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 6 0 6 

その他 2 0 0 4 3 0 0 0 1 10 0 0 0 0 0 0 0 10 0 10 

合計 3 5 0 6 12 6 0 0 3 35 0 0 0 0 0 0 0 35 0 35 

年齢区分 
18歳 
未満 

18・ 
19歳 

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 
60歳 
以上 

年齢 
不詳 

合計 

人    数 
(面接＋電話相談) 

0 1 9 8 13 9 6 13 59 

７ 児童福祉 ＜生活福祉課＞ 

児童福祉法に基づく助産施設、母子生活支援施設利用に関する相談、支援等を行うと

ともに、児童虐待等について、児童相談所、市町等の関係機関と連携し、その防止や支援

を行いました。 

(1) 助産施設利用状況

社会保険等の出産育児一時金等の充実により、制度の利用者は、生活保護受給者等

一部に限られてきており、近年利用がほとんど無い状況で、令和元年度は利用があり

ませんでした。

(2) 母子生活支援施設入所状況

当所管内には、母子生活支援施設がなく、また、県内にも少ないことから、保護を

要する母子家庭への対応は厳しい状況にあり、本県所管外の施設を利用することにな

ります。令和元年度は1家族が利用しました。

家族問題 
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第４章

保健・医療・福祉の基盤づくり

1 　湘南西部地区保健医療福祉推進会議

2 　地域医療連携の推進

3 　高齢者保健福祉計画の推進

4 　健康危機管理

5 　人材育成

6 　医務・薬務

7 　献血

8 　免許取扱事務

9 　保健衛生等表彰
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１ 湘南西部地区保健医療福祉推進会議 ＜企画調整課＞ 

県保健医療計画で定められた湘南西部地区二次保健医療圏域における、保健、医療、

福祉に関する計画の着実な推進を図るため、保健、医療、福祉に係る重要事項を協議する

とともに、病床の機能分化・連携を目的とした地域医療構想を推進するため、湘南西部

地区二次保健医療圏域内の医師会、歯科医師会、薬剤師会、関係団体、行政機関等で構成

する湘南西部地区保健医療福祉推進会議を開催しました。 

また、この推進会議の下に、地域保健と職域保健における連携の推進について協議・

検討を行う地域・職域連携推進専門部会を設置し、開催しました。 

区 分 月 日 内 容 会 場 出席者数 

湘南西部地

区保健医療

福祉推進会

議 

９月４日 

・令和元年度の地域医療構想調整会議の進め方につ

いて

・湘南西部地区の現状について

・「medical BIG net（神奈川県湘南西部病院協会在

宅医療・介護連携情報システム）」について

・医療法第７条第３項の許可を要しない診療所の取

扱いについて

平 塚 保 健

福祉事務所 
26 

11月26日 

・公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証

要請について

・医療法第７条第３項の許可を要しない診療所の取

扱いについて

平 塚 保 健

福祉事務所 
26 

２月17日 

・公立・公的医療機関等の具体的対応方針の再検証

要請について

・湘南西部二次保健医療圏病床整備状況

・重点支援区域について

・医療法第７条第３項の許可を要しない診療所の取

扱いについて

・高齢者施設調査

・令和２年度地域医療構想調整会議の進め方につい

て

・精神病床に係る病院等の開設等に伴う取扱いにつ

いて

平 塚 保 健

福祉事務所 
27 

地域・職域

連携推進専

門部会 [再

掲] 

11月22日 

・湘南西部地域における地域・職域連携推進事業に

ついて

・市町の取組みについて

・地域・職域連携推進ガイドラインについて

平 塚 保 健 

福祉事務所 16 
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２ 地域医療連携の推進 ＜企画調整課＞ 

人口の急速な高齢化等とともに進む医療を取り巻く環境の大きな変化の中で、地域住民

が「誰でも等しく良質かつ適切な保健医療サービスを受けられる」ことを基本として、保

健医療提供体制を整備するため、地域包括ケアシステムの構築及び在宅医療の推進に向け、

「地域包括ケアシステム及び在宅医療・介護連携推進に係る市町担当者意見交換会」を開

催しました（例年開催している地域包括ケア会議・地域在宅医療推進協議会合同会議は、

新型コロナウイルス感染症の影響で開催を見送りました。）。 

また、湘南西部病院協会が構築する「急性期・慢性期病院・介護・在宅をつなぐネット

ワークシステム（medical B.I.G. net）」の周知を図るため、同協会との共催で介護保険

事業者等向け説明会を実施しました。 

(1) 在宅医療・地域包括ケア推進事業

  地域包括ケアシステム及び在宅医療・介護連携推進に係る市町担当者意見交換会 

月 日 内 容 会 場 
出席
者数 

３月５日～

３月23日 

・在宅医療・介護連携推進事業の取組状況及び令和２年
度における実施計画について

【 書 面 開 催 】 
５
市
町 

(2) 「急性期・慢性期病院・介護・在宅をつなぐネットワークシステム

（medical B.I.G. net）」構築に対する支援

介護保険事業者等向け説明会 

月 日 内 容 会 場 出席者数 

９月17日 
・湘南西部二次保健医療圏の医療等の状況について
・「medical BIG net」説明（概要説明・操作デモ）

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 

８ 

９月25日 
・湘南西部二次保健医療圏の医療等の状況について
・「medical BIG net」説明（概要説明・操作デモ）

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 
秦野センター 

７ 

10月８日 
・湘南西部二次保健医療圏の医療等の状況について
・「medical BIG net」説明（概要説明・操作デモ）

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 

１８ 

10月29日 
・湘南西部二次保健医療圏の医療等の状況について
・「medical BIG net」説明（概要説明・操作デモ）

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 
秦野センター 

１０ 

３ 高齢者保健福祉計画の推進 ＜企画調整課＞ 

戦後生まれのいわゆる「団塊の世代(昭和22年から24年生まれ)」が75歳以上の高齢者とな

る2025年には、県民のおよそ4人に1人が高齢者となることから、これまでの施策の実施状況

や新たな課題などを踏まえた改定を行い、平成30年3月に「かながわ高齢者保健福祉計画」

（第７期 2018年度～2020年度）を策定しました。 

当所では、湘南西部保健福祉圏域内市町の計画策定の支援・調整等を実施し、圏域内市町

との連携を図るよう努めました。 
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４ 健康危機管理  ＜企画調整課、保健予防課、環境衛生課＞

(1)新型インフルエンザ等対策

当所では、地域の実情に応じた新型インフルエンザ等対策における地域医療体制の

整備の推進を目的に「平塚保健福祉事務所地域医療体制対策会議」を設置しています。 

また、新型インフルエンザの発生を想定した実動訓練を実施しました。 

訓練の実施 

月 日 内 容 会 場 出席者数 

12月２日 

新型インフルエンザが県内で発生した場合に備
え、迅速かつ適切な対応ができるよう、特に重要
となる発生初期の医療機関及び行政機関の役割を
実動訓練を通して確認し、連携強化を図った。 

東海大学大

磯病院、平
塚市民病院 

約50 

(2)高病原性鳥インフルエンザ等対策

湘南地域における高病原性鳥インフルエンザ等（以下「鳥インフル」という。）の

発生を想定した訓練に参加しました。 

訓練の参加 

月 日 内 容 会 場 

９月26日 
寒川町内における鳥インフル発生を想定した訓練に、

訓練助言者として参加した。 
寒川町民センター 

※ 湘南地域県政総合センター、寒川町、湘南家畜保健衛生所、平塚保健福祉事務所、茅ヶ崎市

保健所、藤沢市保健所の合同実施。 
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(3) 災害時医療救護対策

大規模地震発生による甚大被害を想定したビッグレスキューかながわの訓練実施に

合わせ、平塚保健福祉事務所及び同秦野センターによる情報受伝達・参集訓練を実施

しました。 

また、神奈川県保健医療救護計画に基づき、災害時医療救護に関する活動、訓練等

のあり方の検討を行うため、地域災害医療対策会議を開催しました。 

ア 令和元年度ビッグレスキューかながわ平塚保健福祉事務所及び同秦野センターにおける

情報受伝達・参集訓練

月 日 内 容 会 場 出席者数 

８月30日 

８月31日 

　二次保健医療圏内の災害時における初動体制及び保健医

療活動の総合調整機能を検証し、災害対応力の向上を

図った。 

平塚市民病院 
東海大学医学部
付属病院 
秦野赤十字病院

ほか 

約100 

イ 湘南西部地域災害医療対策会議（全体会）

月 日 内 容 会 場 出席者数 

3月10日 

・令和元年度ビッグレスキューかながわ平塚保健福祉事務

所及び同秦野センターにおける情報受伝達・参集訓練実施

結果（報告） 

・令和元年度大規模地震時医療活動訓練への参加について

（報告） 

・台風第15号（令和元年房総半島台風）及び台風第19号

（令和元年度東日本台風）を踏まえた風水害への対応に

ついて（報告）

・災害時の連絡体制について（報告）

・令和2年度の湘南西部地域災害医療対策会議の活動

（平時）について 

・EMIS利用にあたっての基本ルールの修正について

書 面 開 催 
委員 
35 
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(4) 薬剤耐性(AMR)対策

薬剤耐性（AMR）感染症発生時に、効果的なAMR対策をとりアウトブレイクに対応で

きるよう、行政機関職員及び医療機関職員を対象に、AMR感染対策や院内感染対策の基

礎知識及び行政と医療機関との連携の重要性を学ぶセミナーを開催しました。 

薬剤耐性菌対策を考える～AMR対策公衆衛生セミナー～ 

月 日 内 容 会 場 出席者数 

１月21日 
・薬剤耐性菌とAMR対策アクションプラン
・薬剤耐性（AMR）対策 行政の役割
・グループワーク（事例検討）

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 

36 

(5) 新型コロナウイルス感染症対策

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、地域の関係機関と密接に連携を図

り、地域の実情に応じた同感染症対策における地域医療体制の整備を推進するため

新型コロナウイルス感染症対策協議会を設置・開催しました。 

 また、管内病院に所属する感染管理認定看護師の協力のもと、地域医療を支える

診療所における感染防止等に資することを目的に、管内医師会会員を対象とした院

内感染防止研修会を開催しました。 

ア 新型コロナウイルス感染症対策協議会

月 日 内 容 会 場 出席者数 

３月11日 

・新型コロナウイルス感染症の発生状況とその対応につ
いて

・平塚保健福祉事務所への要望等とその対応について
・意見交換

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 

23 

イ 院内感染防止研修会（第１回）

月 日 内 容 会 場 出席者数 

３月30日 

・新型コロナウイルス感染症に係る現段階での知見
・同感染症に対する感染防止の考え方
・患者に接する際の心構えと留意点
・個人用防護具着脱実習

平 塚 保 健 
福 祉 事 務 所 

34 

※同内容により、令和２年４月２日に第２回を開催。
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５ 人材育成  ＜全課＞

地域の様々なニーズや課題に対応できる保健・医療・福祉の幅広い知識と技術の共有

を図るため、地域の実態に即した内容の研修を実施しました。また、看護学生などの実習

生を受け入れ、指導しました。 

(1) 人材育成

研 修 名 対  象 担当課 

管内保健師研究会・研修会 保健福祉事務所及び管内市町保健師 

企画調整課 

保健衛生研修 
（在宅栄養士研修、在宅歯科衛生士研修） 

市町及び県の母子保健従事者、栄養
士、歯科衛生士、在宅栄養士、在宅歯
科衛生士等 

保健医療系学生実習受け入れ 
医師、保健師、看護師、管理栄養士、
歯科衛生士志望学生等 

特定給食施設等講習会 特定給食施設等栄養士等 

保健福祉課 

地域活動栄養士研修会 栄養士会員、在宅栄養士 

食生活改善推進団体育成 食生活改善推進員 

障害福祉相談員研修 障害福祉相談員 

管内歯科保健事業従事歯科衛生士連絡会 管内歯科保健事業従事歯科衛生士 

オーラルフレイル健口推進員育成研修・活動
支援

オーラルフレイル健口推進員

母子保健支援者研修 管内母子保健担当職員等 

難病患者在宅ケア従事者研修会 訪問看護師、介護支援専門員等 

保健予防課 

地域自殺対策人材養成研修 

管内企業人事担当者、企業職員、相談
支援事業所職員、地域包括支援センタ
ー、訪問看護ステーション、養護教
諭、教諭、管内市町保健福祉関係者等 

結核医療従事者研修会 医療機関職員等 

感染症予防研修会 
介護保険事業所､障害児者・児童福祉
施設等の職員 

福祉系学生実習受け入れ 社会福祉士志望学生 生活福祉課 

食品衛生指導員研修会 食品衛生指導員 食品衛生課 

※ 研修の詳細は、各事業の項に掲載
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(2) 保健衛生研修

保健・医療・福祉に対する専門知識の習得や技術の向上を目的として、母子保健対

策推進研修、在宅歯科衛生士研修、在宅栄養士研修の３研修を合同で実施しました。 

月 日 内  容 講 師 会 場 参加者数 

８月８日 
役所ことばを「やさしい日本
語」を使って「伝わる日本語」
にするコツ 

神奈川県立国際言語文化アカ
デミア 
小島 佳子 氏

平 塚 保 健
福祉事務所
秦野センタ
ー 

17 

11月11日 
人前であがらずに話すコツ 
～人前力を向上させるポイント
～ 

一般社団法人あがり症克服協会
代表理事 鳥谷 朝代 氏

平 塚 保 健 
福祉事務所 

28 

(3) 保健医療福祉学生等実習

ア 合同オリエンテーションの開催

当所で実習を受け入れる保健師、看護師、管理栄養士学生等を対象にオリエンテ

ーションを実施し、保健福祉事務所業務の概要説明及び実習事前指導を実施しまし

た。 

区 分 月  日 内  容 会 場 学校数 実習生数 

前  期 ４月19日 平塚保健福祉事務所業務の概要について 
難病患者の在宅支援について等 

平 塚 保 健 
福祉事務所 

8 56 

後  期 ９月６日 8 38 

イ 実習実施状況

区    分 学校数 実習生数 

保  健  師  4 10 

看  護  師 6 63 

管 理 栄 養 士 4  18 

歯 科 衛 生 士 1 4 

社 会 福 祉 士 1 1 

合 計 16 96 
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６ 医務・薬務                            ＜企画調整課、環境衛生課＞ 

安全で適正な医療等の確保のため、医療法等に基づく施設等の許可、届出事務及び病院等に対

し立入検査を実施するとともに、医薬品の適正な管理・販売を徹底するため、薬局、医薬品販売業

者等に対し、立入検査を実施しました。 
 

(1) 医療等施設の状況 
ア 医療等施設数・人口10万対医療等施設数                 （令和2年3月31日現在） 

区分 病 院 一般診療所 歯科診療所 助産所 あん摩・は 
り・きゅう 柔道整復 歯科技工所 

数 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 
平塚市 9 190 73.7 134 52.0 6 2.3 407 157.9 77 29.9 32 12.4 
大磯町 1 18 57.5 16 51.1 1 3.2 48 153.4 2 6.4 4 12.8 
二宮町 - 22 79.3 19 68.5 3 10.8 64 230.7 6 21.6 9 32.4 

管内計 10 230 72.6 169 53.4 10 3.2 519 163.8 85 26.8 45 14.2 
（平塚保健福祉事務所調べ。人口10万対の人口は県統計センター「神奈川県の人口と世帯（令和元
年10月1日現在）」より。） ※ 病院を除く 

※ 助産所、あん摩・はり・きゅうは、出張を含む。 
                                                             
イ 医療等施設数・人口10万対の推移（管内）               （令和2年3月31日現在） 

年度 病 院 一般診療所 歯科診療所 助産所 あん摩・は 
り・きゅう 柔道整復 歯科技工所 

数 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 
平成22年度 10 224 69.3 172 53.2 3 0.9 421 130.2 61 18.9 35 10.5 
平成23年度 10 224 69.4 175 54.2 3 0.9 436 135.1 64 19.8 35 10.8 
平成24年度 10 225 70.0 174 54.1 7 2.2 449 139.7 63 19.6 36 11.2 
平成25年度 10 235 73.5 172 53.8 9 2.8 461 144.2 65 20.3 38 11.9 
平成26年度 10 228 71.6 170 53.4 9 2.8 481 151.1 72 22.6 39 12.2 
平成27年度 10 226 71.0  170 53.4  10 3.1  485 152.4  75 23.6  41 12.9  
平成28年度 10 224 70.5 176 55.4 10 3.2 492 154.7 80 25.2 41 12.9 
平成29年度 10 229 72.0 174 54.7 10 3.1 508 159.8 81 25.5  41 12.9  
平成30年度 10 228 71.8 174 54.8 11 3.5 516 162.5 82 25.8  40 12.6  
令和元年度 10 230 72.6 169 53.4 10 3.2 519 163.8 85 26.8 45 14.2 
（平塚保健福祉事務所調べ。人口10万対の人口は県統計センター「神奈川県の人口と世帯（各年10
月1日現在）」より。） ※ 病院を除く 

※ 助産所、あん摩・はり・きゅうは、出張を含む。 
 

ウ 病床数・人口10万対病床数                           （令和２年3月31日現在） 

区分 
病     院 

一般診療所 管内計 
一 般 療 養 精 神 感 染 小 計 

数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 
平塚市 1174 455.5 523 202.9 603 233.9 6 2.3 2,306 894.7 85 33.0 2,391 927.7 
大磯町 312 997.3 - - - - - - 312 997.3 - - 312 997.3 
二宮町 - - - - - - - - - - - - - - 
管内計 1486 469.1 523 165.1 603 190.3 6 1.9 2,618 826.5 85 26.8 2,703 853.3 
（平塚保健福祉事務所調べ。人口10万対の人口は県統計センター「神奈川県の人口と世帯（令和元
年10月1日現在）」より。） 
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エ 病床数の推移                      （令和２年3月31日現在） 

年度 
病     院 

一般診療所 管内計 
一 般 療 養 精 神 感 染 小計 

数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 数 率 
平成22年度 1,461 451.8 580 179.4 603 186.5 6 1.9 2,650 819.6 109 33.7 2,759 853.3 
平成23年度 1,461 452.8 580 179.8 603 186.9 6 1.9 2,650 821.3 124 38.4 2,774 859.8 
平成24年度 1,413 439.6 580 180.4 603 187.6 6 1.9 2,602 809.5 104 32.6 2,726 848.1 
平成25年度 1,413 441.9 580 181.4 603 188.6 6 1.9 2,602 813.7 104 32.6 2,726 852.4 
平成26年度 1,407 441.9 580 182.2 603 189.4 6 1.9 2,596 815.3 104 32.7 2,700 848.0 
平成27年度 1,393 437.8 580 182.3 603 189.5 6 1.9 2,582 811.4 104 32.7 2,686 844.1 
平成28年度 1,367 430.1 580 182.5 603 189.7 6 1.9 2,556 804.2 104 32.7 2,660 836.9 
平成29年度 1,429 449.5 580 182.4 603 189.7 6 1.9 2,618 823.5 104 32.7 2,722 856.2 
平成30年度 1,429 450.2 580 182.7 603 190.0 6 1.9 2,618 824.9 85 26.8 2,703 851.6 
令和元年度 1,486 469.1 523 165.1 603 190.3 6 1.9 2,618 826.5 85 26.8 2,703 853.3 
（平塚保健福祉事務所調べ。人口10万対の人口は県統計センター「神奈川県の人口と世帯（各年10
月1日現在）」より。） 

 
オ 許可・届出取扱い件数                            （令和2年3月31日現在） 

区 分 病 院 一般診療所 歯科診療所 Ｘ線装置 助産所 あん摩・は
り・きゅう 柔道整復 歯科技工所 

許 
可 

開 設 0 24 - - -    
使 用 7 1 - （3）*  -    
変 更 18 11 2 （3）* -    

届 
出 

開 設  27 2 52 - 21 9 - 
変 更 9 40 10 7 - 26 13 - 
休再廃  26 8 55 - 20 6 1 
計 34 129 22 114 - 67 28 1 
※ 助産所、あん摩・はり・きゅうは、出張を含む。 

*（ ）内は、病院許可件数の内数 
 
カ 病院、診療所立入検査実施状況 

区 分 実施
数 

指導結果 
文書指摘 文書指導 口頭指導 

医療機関数 件 数 医療機関数 件 数 医療機関数 件 数 
病 院 10 0 0 1 1 4 5 
診療所 2 0 0 0 0 1 2 

 
  キ 新規開設診療所等現地確認実施状況 

年 度 一般診療所 歯科診療所 助産所 施術所 
歯科技工所 

あん摩・はり・きゅう 柔道整復 
平成22年度 3 1  11 7 1 
平成23年度 6 8  9 5 1 
平成24年度 6 3 1 12 2 2 
平成25年度 8 4  19 5 3 
平成26年度 1 3  16 9 1 
平成27年度 6 3  10 4 3 
平成28年度 8 7  11 9 1 
平成29年度 3 3 - 9 6 - 
平成30年度 5 2 - 15 8 - 
令和元年度 2 1 - 7 4 - 

※ 新規開設診療所等現地確認は平成22年度より実施。 
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(2) 医療従事者の状況 

ア 医師、歯科医師、薬剤師数 
    管内に在住又は就業する医師、歯科医師、薬剤師数の調査については、隔年で実施されて

おり、公表されている最新の状況（平成28年12月末現在）は次のとおりです。 

区 分 医  師 歯 科 医 師  薬 剤 師 
人 数 10万対 人 数 10万対 人 数 10万対 

平 塚 市 344  133.3 165 63.9 639 247.6 
大 磯 町 77 244.7 22 69.9 75 238.3 
二 宮 町 19 67.3 14 49.6 55 194.7 
管 内 計 440 138.4 201 63.2 769 241.9 
神奈川県 19,476 213.0 7,298 79.8 22,104 241.7 

 
イ 保健師、助産師、看護師、准看護師数 

管内に就業する保健師、助産師、看護師、准看護師数の調査については、隔年で実施され

ており、公表されている最新の状況（平成30年12月末現在）は次のとおりです。 

区 分 保 健 師 助 産 師 看 護 師 准 看 護 師  
人 数 10万対 人 数 10万対 人 数 10万対 人 数 10万対 

管 内 計 91 28.7 80 25.2 2,343 738.7 322 101.5 
神奈川県 2,157 23.5 2,337 25.5 67,763 738.0 8,558 93.2 
※ 医師、歯科医師、薬剤師数は県健康増進課「神奈川県衛生統計年報」より。 
※ 保健師、助産師、看護師、准看護師数は県医療課「業務従事者届集計結果」より抜粋。 
   
 
(3) 薬局・医薬品販売業等の状況 

ア 薬局・医薬品販売業等施設数                        （令和２年３月31日現在） 

区分 薬局 

医薬品販売業 
薬局製 
造販売 
医薬品 
製 造 
販売業 

薬局製 
造販売 
医薬品 
製造業 

医薬品 
等製造 
業 等 

高度管 
理医療 
機器等 
販売業 

・ 
貸与業 

管理医 
療機器 
販売業 

・ 
貸与業 

再生 
医療等 
製品 

販売業 

管内計 
店舗 卸売 計 

平塚市 126 46 20 66 9 9 17 119 609 1 956 
大磯町 16 5 1 6   2 12 61  97 
二宮町 15 4  4    8 62  89 
管内計 157 55 21 76 9 9 19 139 732 1 1,142 

 
イ 許可・届出取扱い件数 

区分 薬局 

医薬品販売業 
薬局製 
造販売 
医薬品 
製 造 
販売業 

薬局製 
造販売 
医薬品 
製造業 

高度管 
理医療 
機器等 
販売業 

・ 
貸与業 

管理医 
療機器 
販売業 

・ 
貸与業 

再生 
医療等 
製品 

販売業 

管内計 
店舗 卸売 計 

新規許可申請 8 3 2 5   9 37  59 
許可更新申請 20 2 1 3   23   46 

変更届 384 124 8 132   68 84  668 
廃止届 3 3 1 4   3 19  29 
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ウ 薬事監視指導状況 

 
 

区 分 薬局 

医薬品販売業 
薬局製 
造販売 
医薬品 
製 造 
販売業 

薬局製 
造販売 
医薬品 
製造業 

医薬品 
等製造 
業 等 

高度管 
理医療 
機器等 
販売業 

・ 
貸与業 

管理医 
療機器 
販売業 

・ 
貸与業 

再生 
医療等 
製品 

販売業 

管内計 
店舗 卸売 計 

対 象 数 157 55 21 76 9 9 19 139 732 1 1,142 
監視指導件数 81 19 5 24 1 1 8 55 98  268 
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７ 献血 ＜企画調整課＞ 

保健福祉事務所、各市町、神奈川県赤十字血液センターが協力して、住民及び事業所

等の理解を深めるため、献血の推進に取り組みました。 

(1) 目標値、献血量（献血車による街頭・事業所献血）

区 分 
200mL献血 400mL献血 合  計 

目標(L) 献血量(L) 目標(L) 献血量(L) 目標(L) 献血量(L) 

平 塚 市 32.0 48.8 2,089.2 1,956.4 2,121.2 2,005.2 

大 磯 町 1.2 0.8 70.0 31.2 71.2 32.0 

二 宮 町 0.4 0.0 14.0 8.4 14.4 8.4 

管 内 計 33.6 49.6 2,173.2 1,996.0 2,206.8 2,045.6 

(2) 年度別目標値、献血量（献血車による街頭・事業所献血）

区 分 
200mL献血 400mL献血 合  計 

目標(L) 献血量(L) 目標(L) 献血量(L) 目標(L) 献血量(L) 

平成22年度 41 3 2,458 2,566 2,499 2,569 

平成23年度 56 4 1,710 2,350 1,766 2,353 

平成24年度 33 33 2,135 2,470 2,168 2,502 

平成25年度 32 85 2,065 2,559 2,097 2,644 

平成26年度 55 87 2,096 2,743 2,151 2,830 

平成27年度 77 82 1,954 2,688 2,031 2,770 

平成28年度 64 59 2,435 2,614 2,500 2,673 

平成29年度 59 54 2,679 2,131 2,738 2,185 

平成30年度 48 54 2,040 2,043 2,088 2,098 

令和元年度 34 50 2,173 1,996 2,207 2,046 
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８ 免許取扱事務 ＜管理課、環境衛生課、食品衛生課＞

(1) 医療従事者関係
区  分 免許申請 書換・籍訂正 再 交 付 登録抹消 合  計 

医 師 9 5 1 15 

歯 科 医 師 3 2 5 

薬 剤 師 35 14 2 1 52 

保 健 師 10 10 1 21 

助 産 師 4 3 7 

看 護 師 104 56 7 167 
准 看 護 師 4 4 

栄 養 士 26 6 5 37 

管 理 栄 養 士 49 3 1 53 

診 療 放 射 線 技 師 6 2 8 

臨 床 検 査 技 師 5 9 1 15 

理 学 療 法 士 18 9 27 

作 業 療 法 士 17 6 1 24 

視 能 訓 練 士 2 1 1 4 

受胎調節実地指導員 

衛 生 検 査 技 師 

合  計 288 126 22 3 439 

(2) 環境衛生関係
区  分 免許申請 訂  正 再 交 付 合格証明書交付 合  計 

ク リ ー ニ ン グ 師 2 1 3 

(3) 食品衛生関係
区  分 免許申請 書  換 再 交 付 合  計 

ふ ぐ 包 丁 師 1 1 

製 菓 衛 生 師 7 1 8 

調 理 師 54 8 12 74 

合  計 61 9 13 83 
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９ 保健衛生等表彰 ＜企画調整課＞

(1) 神奈川県保健衛生表彰

ア 知事表彰（期日：令和元年11月20日実施）

（ア） 医療関係功労者

氏  名 職  業 

梅 沢  幸 子 医 師 

宮 本  成 彦 歯 科 医 師 

後 藤 隆 薬 剤 師 

金 城  美栄子 歯 科 衛 生 士 

（イ） 地域公衆衛生活動関係功労者

氏  名 職  業 

松 本  奈 美 保 健 師 

（ウ） 施設

施　設　名 職  業 

喫茶 カルチャー 飲 食 店 

イ 保健福祉事務所長表彰（期日：令和元年11月14日実施）

（ア） 医療関係功労者

（医師、歯科医師、薬剤師） 

氏  名 職  業 

高 田  一太郎 医 師 

國 谷 剛 医 師 

小 林  順 一 歯 科 医 師 

杉 崎  新一郎 歯 科 医 師 

加 藤  康 人 薬 剤 師 

  （看護師、歯科技工士、理学療法士等） 
氏  名 職  業 

川 村 亨 看 護 師 

釈 永  早 苗 看 護 師 

武 井  京 子 看 護 師 

内 山  祐 一 診 療 放 射 線 技 師 

井 上  仁 志 歯 科 技 工 士 

塩 田  利 夫 
あん摩マッサージ指圧師・
はり師・きゅう師 

久保谷  久 子 臨 床 検 査 技 師 

藤 井  誉 行 理 学 療 法 士 

（イ） 環境衛生関係功労者

氏  名 職  業 

森 田  久 元 獣 医 師 

山 田  寿 久 理 容 師 
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（ウ） 食品衛生関係功労者

氏  名 職  業 

田 中  正 實 飲 食 店 営 業 

三 留  将 代 調 理 師 

（エ） 地域公衆衛生活動関係功労者

氏  名 職 業 等 

田 代  宏 美 保 健 師 

滝 口  千賀子 食 生 活 改 善 推 進 員 

（オ） 施設

施 設 名 代 表 者 名 

小樽酒場 あずまし亭 多 田  泉 

(2) 神奈川県献血推進功労者表彰

ア 保健福祉事務所長表彰（期日：令和元年11月14日実施）

団 体 名 代 表 者 名 

三興製鋼株式会社 鈴 木 史 郎 
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第５章

健康で安心できる生活衛生対策

1 　環境衛生営業施設等

2 　生活環境施設

3 　動物愛護管理

4 　毒物劇物、麻薬取扱施設等

5 　食品衛生
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１ 環境衛生営業施設等 ＜環境衛生課＞

県民生活に密着した理容所などの営業施設、プールなどの水浴場を県民が安心して利

用できるよう監視指導を実施しました。 

(1) 環境衛生営業施設数等及び監視指導状況

区  分 
施設数 許可(確認) 

件  数 
廃止件数 

監視指導 
件  数 平塚市 大磯町 二宮町 合計 

理  容  所 198 16 19 233 8 7 73 

美  容  所 364 34 41 439 20 17 145 

クリーニング所
( 一 般 ) 

62 5 4 71 2 25 

クリーニング所
( 取 次 ) 

86 7 11 104 1 5 40 

旅 館 23 4 2 29 2 13 

住宅宿泊事業 4 8 12 5 0 

興  行 場 5 1 6 1 3 

公 衆 浴 場 19 5 24 1 13 

合  計 761 79 78 918 35 34 312 

（年度別環境衛生営業施設数の推移） 

区  分 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

理 容 所 240 238 235 236 236 233 232 233 

美 容 所 408 407 417 420 428 434 436 439 
クリーニング所 226 224 219 202 198 186 181 175 

旅 館 30 30 30 28 29 29 31 29 

住宅宿泊事業 7 12 

興 行 場 7 7 7 7 7 7 7 6 

公 衆  浴 場 24 22 22 21 20 21 23 24 

合  計 935 928 930 914 918 910 917 918 

(2) 海水浴場等施設数及び監視指導状況

区 分 
施設数 監視指 

導件数 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

海水浴場 1 1 2 13 

更衣休憩所 1 3 4 22 

プ ー ル 13 4 3 20 18 

合 計 15 8 3 26 53 

(3) 海水浴場の水質検査実施状況

区 分 
ふ ん 便 性 
大腸菌群数 
(個/100ml） 

ＣＯＤ 
(mg/L) 

透明度 
(m) 

油 膜 ｐＨ 判 定 

大磯 第１回 <2 2.3 1以上 無 8.3～8.4 可(水質Ｂ) 

大磯 第２回 2 2.4 1以上 無 8.1 可(水質Ｂ) 
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(4) 講習会開催状況 

月 日 内 容 講 師 場 所 対象者 回数 
参加 
者数 

６月21日 
令和元年度海水浴場 
関係者衛生講習会 

当所職員 
大磯町 
役場 

海水浴場 
関係営業者 

1 6 

２月18日 
令和元年度環境衛生 
(美容所)講習会 

乳がん体験者コーディネーター 

吉田 久美 氏 

及び当所職員 

平塚市 
勤労会館 

環境営業者 1 128 

 

 

 

２ 生活環境施設                                     ＜環境衛生課＞ 

快適な生活環境を確保するため、浄化槽、特定建築物、水道施設などの監視指導を実

施しました。 

また、浄化槽、昆虫などに関する苦情や相談に対応したほか、快適な生活環境の確保

を推進するための個別相談を実施しました。 

 

（1）浄化槽設置基数及び監視指導状況 

 

 

 

 

（年度別浄化槽設置数の推移） 

区 分 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度 

平塚市 7,937 7,656 6,928 4,975 4,893 4,909 4,916 4,802 

大磯町 7,463 7,474 7,495 7,457 6,672 6,669 6,692 6,685 

二宮町 7,373 7,373 7,364 7,059 7,047 7,042 7,038 7,035 

合 計 22,773 22,503 21,787 19,491 18,612 18,620 18,646 18,522 

 

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 元年度

平塚市

大磯町

二宮町

 

 

 

 

設置基数 監視指導 
件  数 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

4,802 6,685 7,035 18,522 7 

- 85 - 



(2) 浄化槽保守点検業者登録数及び監視指導状況 

登録業者数 登録営業所数 監視指導件数 

25 26（14） 3 

※ （  ）内は営業所の所在地が管内にある営業所数（内数） 

 

(3) 特定建築物施設数及び監視指導状況 

区  分 
施設数 監視指導 

件  数 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

事  務  所 18 2 1 21 11 

百貨店・店舗 16 3 2 21 2 

学 校 25  1 26 14 

旅 館  6 1   7 1 

興 行 場 5  1 6  

そ の 他 6    6  

合 計 76 6 5 87 28 

 

 

(4) 建築物衛生管理業者登録数及び監視指導状況 

区  分 登録営業所数 監視指導件数 

清 掃 業 9 1 

空 気 環 境 測 定 業 2  

飲 料 水 水 質 検 査 業 2  

飲料水貯水槽清掃業 27 4 

排 水 管 清 掃 業 2  

ねずみ・昆虫等防除業 14 2 

総 合 管 理 業 16 3 

合  計 72 10 

 

 

(5) 水道施設数及び監視指導状況 

区  分 
施  設  数 監視指導 

件  数 大磯町 二宮町 合 計 

専 用 水 道 2 1 3 3 

簡 易 専 用 水 道 31 26 57 2 

小 規 模 受 水 槽 水 道 57 43 100  

合 計 90 70 160 5 

 

 

(6) 温泉施設数等及び監視指導状況 

区 分 
施  設  数 監視指導 

件  数 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

源    泉 3 1 2 6 4 

温泉利用施設 6 1 1 8 5 

 

 

(7) 住まいと環境衛生相談対応状況 

ねずみ・昆虫 住 ま い そ の 他 合 計 

18 1  19 
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３ 動物愛護管理                   ＜環境衛生課＞ 

犬による危害防止を図るため、事故を起こした飼い主に対する飼育指導を実施しまし

た。 

また、犬、猫等に関する苦情、相談等について対応し、適正飼育の指導を実施すると

ともに、飼えなくなった犬、猫の引取り、飼養者への普及啓発を実施しました。 

 

(1) こう傷事故等の発生状況 

区  分 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

件  数 9 2  11 

 

 

(2) 犬、猫等の苦情相談等の対応状況 

区  分 捕獲依頼 引取依頼 飼育公害 そ の 他 合 計 

処理件数 4  55 31 90 

 

 

(3) 飼えなくなった犬、猫の引取り頭数 

区  分 平塚市 大磯町 二宮町 合 計 

犬 2   2 

猫     

合 計 2 0 0 2 

 

 

(4) セミナー開催状況 

月 日 内 容 講 師 場 所 参加者 
参加
者数 

２月８日 
シルバー世代と 
ペットの暮らし方 
セミナー 

(株)Animal Life Solutions
三井 翔平 氏 
及び県生活衛生課職員 

平塚市 
青少年会館 

県民、動物愛護推
進員等 

28 

 

 

 

４ 毒物劇物、麻薬取扱施設等                         ＜環境衛生課＞ 

毒物劇物の製造・輸入業者や販売業者等施設の監視を実施し、適正な保管管理の徹底

指導を実施しました。 

また、湘南ベルマーレの試合における薬物乱用防止キャンペーン、小学生等に対する

薬物乱用防止教室を実施するなど薬物乱用防止の推進を図りました。 

 

(1) 薬物乱用防止キャンペーン等 

月 日 内   容 会  場 

８月17日 「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 平 塚 競 技 場 

10月19日 ＴＯＫＡＩグローカルフェスタ2019における啓発 東海大学 湘南キャンパス 

10月27日 大磯チャレンジフェスタ2019における啓発 大磯運動公園 

通年 薬物乱用防止教室（計６回、2,088名） 管内小学校等 
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(2) 毒物・劇物販売業者数等 

区  分 

毒物・劇物販売業 

製造業 輸入業 
業務上 
取扱者 

特定毒物 
研究者 

合 計 
一般 

農業用 
品目 

特定 
品目 

計 

平 塚 市 108 17 5 130 18 6 7 5 166 

大 磯 町 9 1 1 11  1   12 

二 宮 町 5 2  7   1  8 

合 計 122 20 6 148 18 7 8 5 186 

 

(3) 毒物・劇物販売業者等登録（許可）・届出取扱件数 

区  分 
毒物・劇物販売業 業務上 

取扱者 

特定毒物 

研究者 
合 計 

一般 農業用品目 特定品目 小計 

新規登録申請 5 1 1 7  1 8 

登録更新申請 6   6   6 

変  更  届 0 12  12   12 

廃  止  届 1 1  2  1 3 

 

 

(4) 毒物・劇物監視指導状況 

 

 

(5) 麻薬監視指導状況 

区  分 
麻薬小 
売業者 

病 院 診療所等 
麻 薬 
研究者 

合 計 

施 設 数 117 9 106 18 250 

監視指導件数 49 9 7 10 75 

 

 

(6) 免許事務取扱件数 

区  分 新規申請 継続申請 廃止・返納届 

麻薬取扱者 81 218 274 

 

 

区  分 
毒物・劇物販売業 

製造業 輸入業 
業務上 
取扱者 

特定毒物 
研究者 

合 計 
一般 

農業用 
品目 

特定 
品目 

小計 

施 設 数 122 20 6 148 18 7 8 5 186 

監視指導件数 34 9 3 46 4 0 1 2 53 
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５ 食品衛生                                       ＜食品衛生課＞ 

地域の人々の食の安全を確保するため、営業施設に対する監視指導、食品の検査、食

品衛生講習会等の事業を実施するとともに、違反、苦情への対応や食中毒に関する調査、

再発防止指導等を実施しました。 

 

(1) 食品営業施設数及び監視件数 

ア 許可営業 

区  分 
施  設  数 

監視 
件数 

取扱件数 

平塚市 大磯町 二宮町 
移動 
営業 

計 新規 更新 廃業 

法 
 
 
 
 

許 
 
 
 
 

可 

飲 食 店 営 業 2,165 199 168 136 2,668 1,964 245 252 289 

菓 子 製 造 業 158 25 27 21 231 204 20 21 17 

乳 処 理 業 1  1  2     

乳 製 品 製 造 業 2  1  3    1 

魚 介 類 販 売 業 231 40 24 4 299 204 20 41 24 

魚 介 類 競 り 売 り 営 業 1    1     

魚 肉 練 り 製 品 製 造 業 1 2   3 6  1  

食品の冷凍又は冷蔵業 5 1   6 5  1  

缶詰又は瓶詰食品製造業 4 1   5 2  1  

喫 茶 店 営 業 309 21 15 18 363 166 31 52 38 

あ ん 類 製 造 業 2    2 9   1 

アイスクリーム類製造業 2    2 6    

乳 類 販 売 業 380 45 28 3 456 249 26 50 35 

食 肉 処 理 業 19    19 21 1 3 1 

食 肉 販 売 業 220 33 22 4 279 204 18 38 18 

食 肉 製 品 製 造 業 5    5 6 2 2 1 

み そ 製 造 業 1  2  3 5  2  

し ょ う 油 製 造 業   1  1     

ソ ー ス 類 製 造 業 2    2 1    

酒 類 製 造 業 1    1     

豆 腐 製 造 業 5 1   6 5   3 

納 豆 製 造 業  1   1 1 1   

食 用 油 脂 製 造 業 1    1 1 1   

麺 類 製 造 業 12 1 1  14 20 1 4  

総 菜 製 造 業 23 2 4  29 28 3 1 2 

添 加 物 製 造 業 6    6 7  2  

清 涼 飲 料 水 製 造 業 4  1  5 7   1 

氷 雪 製 造 業 1    1     

氷 雪 販 売 業 3 1   4 2    

小  計 3,564 373 295 186 4,418 3,123 369 471 431 

県 
条 
例 

魚 介 類 行 商 9 1 1  11 4 0 3 2 

魚 介 類 加 工 業 14 2 6  22 11 0 1 1 

発 酵 乳 等 販 売 業 17 1 2  20 10 2 3 3 

小  計 40 4 9  53 25 2 7 6 

合   計 3,604 377 304 186 4,471 3,148   371 478 437 

※ 茅ヶ崎駐在事務所（食品衛生専門監視担当）の対象施設監視件数については、平成22年度

から県生活衛生課で集計しています。 

 

 

- 89 - 



イ 報告営業

区 分 
施 設 数 監 視 

件 数 
取扱件数 

平塚市 大磯町 二宮町 移動営業 計 新 規 廃 業 

給
食
施
設 

学   校 14 2 1 17 16 

病 院 ・ 診 療 所 8 1 9 7 

事    業   所 4 2 6 5 

そ     の     他 73 12 12 97 53 3 2 

乳 さ く 取 業 70 11 8 89 3 8 

食 品 製 造 業 68 13 11 92 44 2 9 

野 菜 果 物 販 売 業 173 27 24 224 25 8 18 

総 菜 販 売 業 47 1 4 1 53 7 7 

菓 子 販 売 業 335 39 41 5 420 78 19 43 

食 品 販 売 業 658 104 82 8 852 216 52 59 

添 加 物 の 製 造 業 1 1 1 

添 加 物 の 販 売 業 2 1 3 

器具・容器包装、おもちゃ
の 製 造 業 又 は 販 売 業 

22 1 4 27 2 1 9 

合 計 1,475 214 187 14 1,890 457 85 155 

ウ 営業施設数の推移

6,3616,4966,5736,6156,530
6,728

6,528
6,885

6,568 6,595

4,4184,4794,5424,5754,5304,538
4,6324,6364,7634,941

1,8901,9601,9731,9801,9401,9261,8931,8601,8901,871

53575860606470727573

0
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8,000

9,000
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全施
設数

許可
営業

報告
営業

条例
許可
営業

エ 食品衛生夏期・年末総点検

（ア） 動員数及び施設点検数

区 分 
動員数（延人数） 施設点検数（延べ数） 

 食品衛生監視員 食品衛生指導員 食品衛生監視員 食品衛生指導員 

夏期（７月１日～８月31日） 176 110 1,540 644 

年末（12月２日～12月27日） 65 119 499 742 

合 計 241 229 2,039 1,386 

（イ） 食品の点検数

区 分 食品点検数 収去件数 違反件数 

夏期（７月１日～８月31日） 7,700 29 

年末（12月２日～12月27日） 2,495 12 

合 計 10,195 41 0 
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(2) 食品等の収去検査

検体数 
検査結果 

適 不適 

一般食品 116 116 

乳肉食品 30 30 

合  計 146 146 0 

(3) 食中毒

食中毒が疑われる事例に対し、原因究明のため迅速かつ的確な調査を実施し、食品営業

者に適切な措置を講ずるための指導を行いました。 

ア 食中毒発生状況

発生日 発生場所 摂食者数 患者数 原因食品 病因物質 措置状況 

２月８日 飲食店営業施設 ２ １ 炙りシメサバ アニサキス 営業停止 

３月14日 飲食店営業施設 ３ １ 地魚刺３種盛り アニサキス 営業停止 

イ 過去５年間の食中毒発生状況（管内）

区 分 発生件数 摂食者数 患者数 食中毒警報発令期間 日数 
ノロウイルス食中毒
警戒情報発令期間

日数 

27年度 3 10 7 ７月23日～10月14日 84 11月２日～３月31日 151 

28年度 5 395 116 ８月３日～10月28日 87 10月31日～３月31日 152

29年度 1 4 1 ７月27日～10月19日 85 12月４日～３月31日 118 

30年度 2 9 4 ７月19日～10月18日 92 11月12日～３月31日 140 

元年度 2 5 2 ７月30日～10月30日 93 12月９日～３月31日 114 

(4) 違反処理

スーパーマーケット等で食品表示の点検等を行い発見した違反食品は、次のとおりでし

た。違反食品については必要な指導を行い、違反食品が流通しないようにしました。 

判明日 食品分類 違反内容 措置 

11月12日 焼菓子 不適正表示（使用していない原材

料名、添加物の誤記入） 

報告書を徴取し、適正表示後に

販売するよう指導 
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年度 

(5) 苦情処理

ア 苦情内容

異物 かび 
腐敗・
変敗 

異味・
異臭 

不衛生 
取扱 

容器 
有症 
苦情 

その他 合計 

食 

品 

乳・乳製品、乳類加工品 1 1 2 

魚介類及びその加工品 2 1 3 1 7 

肉類・卵及びその加工品 2 1 2 1 6 

穀 類 及 び そ の 加 工 品 

豆 類 及 び そ の 加 工 品 

野菜類及びその加工品 1 1 2 

菓 子 類 4 1 1 4 10 

複 合 調 理 食 品 10 3 5 32 9 59 

そ の 他 1 1 

小  計 20 0 0 6 8 0 37 16 87 

施 設 等 に 関 す る も の 15 2 17 

合 計 20 0 0 6 23 0 37 18 104 

イ 苦情処理件数の推移

ウ 苦情内容別の推移

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

22年度 有 症 苦 情 そ の 他 不衛生取扱 異  物 異味・異臭 

23年度 有 症 苦 情 そ の 他 不衛生取扱 異 物 異味・異臭 

24年度 有 症 苦 情 異 物 /  そ の 他 不衛生取扱 腐敗・変敗 

25年度 有 症 苦 情 異 物 不衛生取扱 そ の 他 異味・異臭 

26年度 異 物 有 症 苦 情 そ  の  他 不衛生取扱 異味・異臭 

27年度 異 物 有 症 苦 情 そ  の  他 不衛生取扱 腐敗・変敗 

28年度 有 症 苦 情 異 物 不衛生取扱 そ の 他 異味・異臭 

29年度 異 物 有 症 苦 情 不衛生取扱 か び 
異味・異臭/ 

その他 

30年度 有 症 苦 情 異 物 不衛生取扱 そ の 他 異味・異臭 

元年度 有 症 苦 情 不衛生取扱 異 物 そ の 他 異味・異臭 
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(6) 食品衛生講習会

ア 営業者等講習会

 食品衛生責任者、営業者等の資質を向上し、営業者による自主管理の一層の徹底を図

るため、講習会を実施しました。 

内  容 対  象 講師 会 場 開催回数 参加者数 

食品衛生・食中毒予防に
ついて 

食品衛生責任者・調理
従事者等 

当所食品衛
生監視員 

平塚保健福
祉事務所等 

28 1,692 

イ 消費者講習会

食中毒発生の未然防止、食品衛生意識の向上のため、消費者を対象とする講習会を実

施しました。 

内  容 対  象 講師 会 場 開催回数 参加者数 

食品衛生・食中毒予防に
ついて 

食生活改善グループ等 
当所食品衛
生監視員 

平塚保健福
祉事務所 

2 19 
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資　料

1 　平塚保健福祉事務所の沿革等

2 　市町における健康診査実施状況

3  職員研究論文一覧
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１　平塚保健福祉事務所の沿革等

(1) 沿革

年月日 平塚保健所 中福祉事務所 
昭和17年12月８日 現在地に保健所を開設し、所管区域

を平塚市及び中郡の１市５町14村と
する。 

23年１月１日 昭和22年９月に全面改正された保健
所法が施行され、保健所業務を開始
する。 

26年６月12日 秦野町ほか４か村を所管する秦野出
張所を置く。 

  26年10月１日 社会福祉事業法の施行に伴い、中地
方事務所の庁舎内に庶務課、保護課
の２課体制により、中郡を管轄地域
とする中福祉事務所が設置される。 

28年４月１日 秦野出張所が支所に昇格する。 

30年７月１日 行政組織規則の一部改正により、次
長制が廃止され、保護課が福祉課と
なる。 

32年４月１日 当所に神奈川県精神衛生相談所を併
設する。 

33年４月１日 秦野支所が保健所に昇格し、所管区
域が変更（平塚市、大磯町、二宮
町）になる。 

35年４月１日 神奈川県精神衛生相談所を神奈川県
平塚精神衛生所と改称する。 

39年９月24日 現在地に庁舎を改築する。 

40年10月１日 精神衛生法の改正により、平塚精神
衛生相談所を廃止する。 

42年６月２日 行政組織規則の一部改正により、次
長制が施行され、庶務課が総務課
に、福祉課が保護課となる。 

44年７月16日 行政機関設置条例及び行政組織規則
の一部改正により、中福祉事務所が
湘南福祉事務所となり、総務課が管
理課となるとともに、所管区域が三
浦郡葉山町、高座郡寒川町、中郡大
磯町、二宮町の４町となる。 

45年７月16日 行政組織規則の一部改正により、管
理課、保健予防課、衛生課、保健婦
室の３課１室となる。次長制を施行
する。 

46年６月１日 中郡二宮町百合ヶ丘に二宮保健ステ
ーションを開設する。 
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49年８月１日 行政組織規則の一部改正により、衛
生課が環境衛生課と食品衛生課とな
る。 

行政組織規則の一部改正により、管
理課に管理係、保護課に保護係、福
祉係が置かれ、２課３係体制とな
る。 

54年６月１日 管理係、指導係を廃止し、管理調整
班、企画指導班とする。 

55年８月１日 保健予防課、環境衛生課、食品衛生
課、保健婦室の各係を廃止し、班制
を施行する。 

56年６月１日 行政組織規則の一部改正により、保
護課が福祉課となり、保護係と福祉
係が廃止される。 

57年６月１日 行政組織規則の一部改正により、管
理係が廃止される。 

58年６月１日 行政組織規則の一部改正により、保
健婦室が健康指導課となる。 

59年４月１日 二宮保健ステーションを二宮町に移
管。行政組織規則の一部改正によ
り、試験検査部門が茅ヶ崎保健所に
統合される。 

60年４月16日 行政機関設置条例及び行政組織規則
の一部改正により、湘南地区行政セ
ンターと湘南福祉事務所が統合さ
れ、湘南地区行政センター福祉部と
なり、地域福祉課、生活福祉課の２
課体制となる。所管区域のうち、三
浦郡葉山町が横須賀三浦地区行政セ
ンターの所管となる。

平成３年８月１日 

 

平塚保健所庁舎建替工事に伴い、仮
庁舎（平塚市豊原町２の21）に移転
する。 

５年４月１日 

 

新庁舎完成に伴い、現在地に移転す
る。行政組織規則の一部改正によ
り、保健衛生部及び環境衛生部が設
置され、２部５課となる。 

社会福祉関係８法の改正により、身
体障害者福祉法及び老人福祉法関係
事務が町に委譲される。 

平成９年４月１日 行政機関設置条例及び行政組織規則の一部改正により、平塚保健所と湘南
地区行政センター福祉部が統合され、平塚保健福祉事務所（併せて平塚保
健所、中福祉事務所）となり、管理課、企画調整室、保健福祉部（保健福
祉課、保健予防課、生活福祉課）、生活衛生部（環境衛生課、食品衛生
課）の２部１室６課体制となる。中福祉事務所の所管区域のうち、高座郡
寒川町が茅ヶ崎保健福祉事務所の所管となる。 

19年６月１日 行政組織規則の一部改正により、企画調整室が企画調整課となり、２部７
課体制となる。 

20年４月１日 行政機関設置条例及び行政組織規則の一部改正により、保健福祉事務所、
保健所、福祉事務所が統合され、保健福祉事務所となる。 

26年４月１日 

29年４月１日 

行政組織規則の一部改正により、秦野保健福祉事務所を平塚保健福祉事務
所秦野センターとして統合する。 

行政機関設置条例及び行政組織規則の一部改正により、茅ヶ崎保健福祉事
務所が廃止され、平塚保健福祉事務所茅ヶ崎支所が設置される 
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(2) 平塚保健所歴代所長名

初代 山 口 大九郎（S17．12～ 18．７）

２代 杉 本 良 次（ 18．７～ 19．９）

３代 屋 宮 文 章（ 19．10～ 27．７）

４代 林     秀（ 27．７～ 31．９）

５代 高 口 保 明（ 31．10～ 34．６）

６代 杉 本 良 次（ 34．７～ 38．６）

７代 山 田 健次郎（ 38．６～ 40．９）

８代 成 田   功（ 40．10～ 43．３）

９代 広 瀬 達 之（ 43．４～ 47．９）

10代 渡 辺 良 一（ 47．10～ 49．７）

11代 杉 本 博 俊（ 49．８～ 55．７）

12代 佐久間 正 美（ 55．８～ 57．５）

13代 小 宮 弘 毅（ 57．６～ 60．３）

14代 衛 藤 繁 男（ 60．４～ 61．３）

15代 長谷川   進（ 61．４～ 63．３）

16代 成 瀬 道 彦（ 63．４～H元．３） 

17代 岡 本   耕（H元．４～ 11．３） 

18代 前 坂 機 江（ 11．４～ 11．５） 

19代 宝 田 正 志（ 11．６～ 13．３） 

20代 堀 井 昌 子（ 13．４～ 15．３） 

21代 山 徳 み ゑ（ 15．４～ 16．３） 

22代 前 坂 機 江（ 16．４～ 19．３） 

23代 鈴 木 周 雄（ 19．４～ 22. ３） 

24代 清 水   博（ 22．４～ 23. ５） 

25代 竹 村 隆 夫（ 23．６～ 27. ３） 

26代 南 出 純 二（ 27．４～ 29．３） 

  27代 深 澤 博 史（ 29．４～ 30. ３） 

28代 長谷川 嘉 春（ 30. ４～R２．３） 

29代 長 岡   正（R２．４～    ） 

(3) 土 地 建 物

ア 土 地  保健福祉事務所敷地                1,481.03㎡ 

イ 建 物  保健福祉事務所庁舎（H5.3.15完成） 

鉄筋コンクリート造地上３階地下１階建 延床面積 3,551.36㎡ 

(4) 庁舎配置図
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２　市町における健康診査実施状況

(1) 母子保健関係

ア ４か月児健康診査の結果

1,792 
(94.1)

1,494 
(93.3)

175 
(98.3)

123 
(97.6)

発達問題
体 重 増
加・発育

眼 科 疾
患・視覚

耳 鼻 疾
患・聴覚

呼吸器
循環器

整形外
科疾患

皮膚疾患
泌尿器
科疾患

その他 合 計

イ １歳６か月児健康診査の結果

1,921 
(95.2)

1,562 
(94.9)

190 
(97.4)

169 
(96.0)

発達問題 発育問題
眼 科 疾
患・視覚

耳 鼻 疾
患・聴覚

呼吸器
循環器

整形外
科疾患

皮膚疾患
腎疾患
疑 い

その他 精神面 合 計

区 分 対 象 数
受診数
（率）

問題なし

合 計 1,905 1,533 

0 

平 塚 市 1,601 1,269 

大 磯 町 178 154 

114 

二 宮 町 126 110 

区　分
要精検・要医療・要観察の内訳  （延人数)

合 計 4 23 1 

4 

5 12 56 8 5 

大 磯 町 1 1 1 

平 塚 市 17 

4 3 10 

8 53 6 4 92 

3 5 1 2 1 12 

区 分 対 象 数
受診数
（率）

問題なし

二 宮 町

合 計 2,017 1,774 

平 塚 市 1,646 1,465 

大 磯 町 195 176 

二 宮 町 176 133 

区　分
要精検・要医療・要観察の内訳  （延人数)

合 計 11 8 1 0 0 1 1 5 1 196 224 

平 塚 市 9 7 1 1 3 161 182 

大 磯 町 2 1 2 1 6 

二 宮 町 1 35 36 
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ウ ３歳児健康診査の結果

2,118
(94.1)

1,725
(93.6)

206
(96.7)

187
(95.4)

発達問題 発育問題
眼科疾患
・ 視 覚

耳鼻疾患
・ 聴 覚

呼吸器
循環器

整形外科
疾患

皮膚疾患
尿検査・
腎 疾 患

そ の 他 精 神 面 合 計

合     計 0 34 3 0 2 2 0 36 1 150 228 

平 塚 市 32 1 1 1 34 1 135 205 

大 磯 町 1 1 2 4 

二 宮 町 2 2 1 1 13 19 

(2) 歯科保健関係

ア １歳６か月児歯科健康診査の結果

Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ１型 Ｃ２型

1,921 21 
(95.2) (1.1)

1,562 17 
(94.9) (1.1)

190 2 
(97.4) (1.1)

169 2 
(96.0) (1.2)

イ ２歳児歯科健康診査の結果

Ａ 型 Ｂ 型 Ｃ１型 Ｃ２型

1,220 46
(55.4) (3.8)

891 34 
(49.0) (3.8)

194 7 
(87.0) (3.6)

135 5 
(84.9) (3.7)

21 0.11

二 宮 町 159 5 12 0.09

大 磯 町 223 6 1 

0.11

平 塚 市 1,820 28 5 1 104 0.12

3 0.02二 宮 町

合 計 2,202 39 6 0 1 137 

176 2 

46 1,646 17 0.03

大 磯 町 195 2 3 0.02

平 塚 市

う歯総数
一人平均
う 歯 数

合   計 2,017 21 0 0 0 52 0.03

二 宮 町 196 167

区　分

要精検・要医療・要観察の内訳（延人数）

区　分 対 象 数
受 診 数
（ 率 ）

う 蝕 り
患 者 数
（ 率 ）

う蝕の型別分類（内訳）

平 塚 市 1,842 1,455

大 磯 町 213 192

区 分 対 象 数
受診数
（率）

問題なし

合 計 2,251 1,814

区 分
一人平均
う 歯 数

う歯総数

う蝕の型別分類（内訳）う 蝕 り
患 者 数
（ 率 ）

受 診 数
（ 率 ）

対象数
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ウ ３歳児歯科健康診査の結果

むし歯の
本数が１

本

むし歯の
本数が２

本

むし歯の
本数が３

本

むし歯の
本数が４

本

むし歯の
本数が５
～９本

むし歯の
本数が10
本以上

2,117 239
(94.0) (11.3)
1,725 195
(93.6) (11.3)

205 29
(96.2) (14.1)

187 15
(95.4) (8.0)

Ａ型 Ｂ型 Ｃ１型 Ｃ２型
Ｄ型

（再掲）

合 計 181 50 1 7 34 

平 塚 市 143 45 1 6 32 

大 磯 町 29

二 宮 町 9 5 1 2

合 計 767 524 243 0.36 

平 塚 市 655 444 211 0.38 

大 磯 町 61 46 15 0.30 

二 宮 町 51 34 17 0.27 

　(注）う蝕の型別分類
Ａ 型: 上顎乳前歯部のみ又は乳臼歯部のみにう蝕がある者
Ｂ 型: 上顎乳前歯部及び乳臼歯部にう蝕がある者
Ｃ１型: 下顎乳前歯部のみにう蝕がある者
Ｃ２型: 下顎乳前歯部と他部位にう蝕がある者
Ｄ 型: ６本以上う蝕がある者（神奈川県独自の分類で、重度う蝕児として再掲する。）

むし歯の本数ごとの人員（内訳）

11 

区 分 対 象 数
受 診 数
（ 率 ）

う 蝕 り
患 者 数
（ 率 ）

合 計 2,251 37 29 

平 塚 市 1,842 39 72 16 31 27 

0 

52 90 20 

5 4 1 2 

8 14 3 4 

区 分 う歯総数

う歯の状況
一人平均
う 歯 数未処置歯

数
処置歯数

10 

0 

1 

区分
う　蝕　の　型　別　分　類（内訳）

2 

大 磯 町 213 

二 宮 町 196 
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３ 職員研究論文一覧

 職員の研究会・学会等発表 

演題名 発表者名 月 日 会 場 研究会等名称 

平成 30年度神奈川県患者のための薬局ビ

ジョン推進事業に協力して 

環境衛生課 

落合 航 
７月５日 

神奈川県

総合医療

会館 

衛生監視員等 

研究発表会 

妊娠期からの児童虐待予防の取組み～精神

科医療機関との連携を目指して～ 

保健福祉課 

植田 愛 
１月 31日 

藤沢市 

保健所 

第 41回 

地域保健師 

研究発表会 
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令和元年度　平塚保健福祉事務所年報

令和２年９月 発 行

編集・発行  神奈川県平塚保健福祉事務所
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　平塚保健福祉事務所

　平塚市豊原町 6-21    〒254-0051  電話 0463（32）0130 ㈹

　ＵＲＬ　 http://www.pref.kanagawa.jp/docs/x2p/index.html


	バインダー3.pdf
	バインダー2.pdf
	10 第2章生涯を通じた健康づくり対策(7～15)  .pdf
	バインダー1.pdf
	03 ご利用にあたって.pdf
	★元年度年報.pdf
	12 第2章17受動喫煙防止（川崎・石黒）.pdf
	★元年度年報.pdf
	★元年度年報.pdf
	02 目次.pdf
	目次

	★元年度年報.pdf
	★元年度年報.pdf
	19 第4章7人材育成（春日・渡辺）.pdf
	バインダー1.pdf
	11 第2章16たばこ（戸羽）.pdf
	★元年度年報.pdf
	★元年度年報.pdf
	バインダー4.pdf
	バインダー3.pdf
	バインダー2.pdf
	バインダー1.pdf
	差込用.pdf
	★元年度年報.pdf
	★元年度年報.pdf
	★元年度年報.pdf
	14 第3章くらしを支える福祉サービス(p58～69).doc.pdf
	★元年度年報.pdf
	バインダー7.pdf
	バインダー6.pdf
	05 第1章概要.pdf
	バインダー5.pdf
	バインダー4.pdf
	バインダー3.pdf
	差込用.pdf
	A9Rexrgmp_1cnrv_8ns.tmp.pdf
	01 表紙
	04 第1章概要表紙
	07 【要修正】第2章1、2保健師活動（戸羽）
	08 第2章生涯を通じた健康づくり対策(3・4・5) 
	09 第2章6職域（戸羽）
	13 第3章表紙
	第３章

	15 第3章くらしを支える福祉サービス(4～7) (自動保存済み)
	(1) 母子・父子自立支援員の相談指導実施状況　　　　　　　　　(令和元年度)
	(2) 女性相談員の相談実施状況　　　　　　　　　　　　　　　(令和元年度)
	(1) 助産施設利用状況
	(2) 母子生活支援施設入所状況

	16 第4章表紙
	第４章

	17 第4章1保健医療福祉推進会議
	18 第4章2～6地域医療連携高齢者福祉計画・健康危機管理（佐藤・二井・提坂）
	21 第4章9献血
	22 第4章10免許取扱事務
	23 第4章11保健衛生等表彰（二井）
	24 第5章表紙
	第５章

	25 第5章健康で安心できる生活衛生対策(環境)
	26 第5章健康で安心できる生活衛生対策(食品)
	27 資料表紙
	資料

	28 資料1(p96～98)
	30 職員研究論文一覧


	差込用.pdf











	29  資料2～6(p98～123）.pdf
	- 113 -
	- 114 -
	- 115 - 






	差込用


	差込用


	名称未設定


	20 第4章8医務薬務（春日・二井・提坂）.pdf

	26 第5章健康で安心できる生活衛生対策(食品).pdf



